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りんどう保育園
 動物ふれあい体験交流
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ざ
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が
合
う
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今 月 号 の 表 紙
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　りんどう保育園で５月
２３日、園児と一の宮子育
て支援センター利用者の親
子との動物ふれあい体験交
流が行われました。
　牧場を営んでいる保護者
の好意で企画されたこの交
流では、普段は体験する機
会の少ない牛の乳搾りやポ
ニーへのエサやり、乗馬な
どが行われました。
　はじめて大きな動物と接
する子どもたちは、戸惑いな
がらも興味津々な子、笑顔で
動物たちを触る子などさま
ざまな反応がありました。

平成 29 年 7 月号
public relations magazine No.150

今月の主な内容・CONTENTS

● 7 月は社会を明るくする運動強調月間です
●危ないよ！電線の近くは！
●ソウル線定期便就航記念グループ旅行助成事業
●就職マッチングフェア in あそ開催決定
●熊本県小児救急電話相談をご活用ください
●女性のための総合相談
●政治家の寄附は禁止。有権者が求めることも禁止。
●創業にチャレンジしませんか
●生涯学習特別講座 シニア向けスマートフォン教室（Android)
●男女共同参画川柳を募集します

市役所からのお知らせ
● 65 歳以上の皆さまへ介護保険料のお知らせ [P18]
●後期高齢者医療被保険者証が更新されます [P20]
●国民健康保険被保険者証が更新されます [P21]
● 30 歳以上の国民健康保険被保険者の人間ドック補助金申請 [P21]
●国民年金保険料の免除・納付猶予制度のご案内 [P22]
●特定公共賃貸住宅の入居申し込みについて [P23]
●むし歯予防にフッ化物塗布を取り入れてみませんか？ [P24]

く ら し の 情 報
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夢を追いかけて

伊 藤 早 来

　妹は、私が３才の時に産まれました。
　私は、母が妹を産むしゅん間に立ち会いました。じん痛で
苦しそうにしている母を、助産師さんがずっとやさしくは
げましていました。その姿がとても心に残っています。
　助産師は、命のたん生に立ち会え、手助けできるすばらし
い職業だと思います。
　私は、妊婦さんにやさしく声をかけることができるたよ
りになる助産師になりたいです。
　夢に向かってがんばります。

阿蘇サイクルツーリズム通信

くらしの情報

人権作文　阿蘇中央高校 1 年 安武 満
み つ き

樹さん

さわやかフレッシュマン長田 亜里紗さん
地産地消クッキング　笹だんご

阿蘇フォト on Instagram
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まちの話題

カルデラ暮らし

30
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阿蘇医療センター通信 No.21

25 平成 29 年度市職員募集　阿蘇広域行政事務組合職員募集

市役所からのお知らせ

平成 29 年度予算

26

18

くらしのカレンダー＆お慶びご寄付

32

図書館へ行こう！

31

34

38

阿蘇中央の「旬」伝えます

「ＮＨＫのど自慢」出場者・観覧者募集
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は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　

　
か
け
が
え
の
な
い
家
族
や
財
産

を
奪
っ
た
未
曽
有
の
熊
本
地
震
か

ら
１
年
が
経
過
、
こ
れ
ま
で
市
民

の
皆
さ
ま
方
と
と
も
に
力
を
合
わ

せ
、
ま
た
、
関
係
機
関
の
方
々
か

ら
格
別
な
力
添
え
を
賜
り
、
復

旧
・
復
興
に
向
け
、
懸
命
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
国
道
57
号
を
は
じ
め
と
し
た
主

要
交
通
網
の
寸
断
、
農
地
及
び
農

林
畜
産
施
設
な
ど
の
生
産
基
盤
の

損
壊
、
そ
し
て
何
よ
り
市
民
の
皆

さ
ま
方
の
生
活
再
建
な
ど
、
未
だ

多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
方

と
心
を
一
つ
に
、
復
興
を
実
感
で

き
る
年
と
な
る
よ
う
誠
心
誠
意
取

り
組
む
こ
と
を
申
し
上
げ
、
施
政

方
針
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
昨
年
の
熊
本
地
震
を
は
じ
め
あ

ら
ゆ
る
災
害
に
対
し
、
対
応
検
証

を
進
め
な
が
ら
、
防
災
計
画
の
見

直
し
を
行
い
、
「
生
命
を
守
る
こ

と
」
を
第
一
に
、
常
に
危
機
管
理

意
識
を
持
っ
て
、
自
主
防
災
組
織

の
育
成
、
避
難
誘
導
体

制
の
強
化
、
予
防
的
避

難
の
実
行
な
ど
、
地
域

と
共
作
し
た
防
災
・
減

災
対
策
に
努
め
ま
す
。

　

阿
蘇
中
岳
第
一
火
口

は
、
昨
年
10
月
８
日

の
爆
発
的
噴
火
後
、
本

年
２
月
に
は
噴
火
警
戒

レ
ベ
ル
が
「
２
」
か

ら
「
１
」
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
現
在
は
安
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
火
口

周
辺
の
防
護
柵
や
火
山

ガ
ス
検
知
器
を
は
じ
め

各
施
設
機
器
等
が
損
傷

し
、
電
源
も
喪
失
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

本
年
５
月
19
日
に
は
、
火
山

ガ
ス
安
全
対
策
専
門
委
員
会
を
開

催
、
早
期
の
観
光
拠
点
復
旧
の
検

討
を
進
め
る
一
方
、
有
事
の
際
は

迅
速
か
つ
円
滑
な
防
災
体
制
を
執

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
関
係
機
関

と
連
携
を
深
め
、
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
本
年
５
月
に
発
生
し
た
世
界
的

な
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
（
身
代
金
要

求
型
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
被
害
な

ど
、
公
的
機
関
や
企
業
に
対
す
る

サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
年
々
複
雑
か
つ

巧
妙
化
し
て
お
り
、
ま
た
、
本
年

７
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
連
携
も
予

定
さ
れ
て
い
る
中
、
本
市
で
は
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
策
と
し

て
、
庁
内
情
報
シ
ス
テ
ム
の
抜
本

的
強
化
を
図
り
、
ま
た
職
員
研
修

に
よ
る
意
識
高
揚
に
努
め
、
見
え

な
い
脅
威
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

　
国
の
地
方
財
政
対
策
は
、
社
会

保
障
の
充
実
分
を
含
む
一
般
財
源

総
額
が
62
・
１
兆
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
（
交

付
ベ
ー
ス
）
は
16
・
３
兆
円
を
確

保
し
、
あ
わ
せ
て
臨
時
財
政
対
策

平
成
29
年
度

施
政
方
針
（
要
旨
）

総
　
務

火山灰が堆積した中岳火口周辺。
早期の見学再開が期待される。

未
来
に
向
か
っ
て

「
夢
」
と
「
希
望
」
の
あ
る

〝
豊
か
な
明
る
い
阿
蘇
市
づ
く
り
〟



債
の
増
を
０
・
３
兆
円
に
抑
制
、

こ
の
ほ
か
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
事
業
費
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
１
兆
円
の
財
源
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本

地
震
を
は
じ
め
、
各
地
の
災
害
か

ら
の
復
興
や
防
災
対
応
の
強
化
を

着
実
に
進
め
な
が
ら
も
、
我
が
国

財
政
の
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、

地
方
に
お
い
て
も
、
国
の
取
り
組

み
に
合
わ
せ
徹
底
し
た
見
直
し
を

進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度
は
、

熊
本
地
震
で
、
財
政
調
整
基
金
の

取
り
崩
し
な
ど
も
検
討
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
関
係
機
関

へ
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
事
業
採

択
や
補
助
率
の
嵩
上
げ
等
が
な
さ

れ
、
市
の
負
担
が
減
少
し
た
こ
と

で
、
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

地
方
交
付
税
な
ど
に
依
存
し
て
い

る
財
政
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
復
旧
・
復
興
の
元
年
と
な
る
本

年
度
以
降
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
方

に
心
配
や
不
安
感
を
与
え
な
い
よ

う
、
引
き
続
き
真
剣
に
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
は
、
熊
本
地
震
の

影
響
で
地
価
下
落
や
取
り
壊
し
家

屋
の
増
加
に
よ
り
、
昨
年
度
と
比

較
し
て
、
約
１
１
０
０
万
円
の
減

収
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
平

成
30
年
は
、
３
年
に
一
度
の
評

価
替
え
の
年
で
も
あ
り
、
今
年
度

は
、
標
準
宅
地
及
び
路
線
価
格
の

見
直
し
、
災
害
地
等
補
正
適
用
、

新
増
築
家
屋
及
び
滅
失
家
屋
等
の

把
握
を
行
い
、
適
正
な
評
価
に
努

め
ま
す
。

　

地
籍
調
査
は
、
市
全
域
の
約

61
％
が
完
了
し
、
現
在
、
波
野
地

区
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
本
年
度

は
測
量
工
程
及
び
閲
覧
を
行
い
、

平
成
32
年
度
か
ら
の
国
土
調
査
第

７
次
10
カ
年
計
画
に
併
せ
、
本
市

の
地
籍
調
査
計
画
を
見
直
す
予
定

で
す
。

　
波
野
支
所
庁
舎
は
、
熊
本
地
震

の
影
響
で
柱
や
壁
に
亀
裂
が
入
る

な
ど
の
損
傷
を
受
け
、
昨
年
５
月

に
安
全
性
を
考
慮
し
波
野
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
事
務
所
を
仮
移
転

し
ま
し
た
。

　
震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
今

年
度
か
ら
、
波
野
地
域
の
重
要
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
拠
点
で
あ
る
支
所

庁
舎
建
設
に
着
手
す
る
計
画
で

す
。

　
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
支
所
機

能
を
維
持
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
ま
た
利
便
性
の
向
上
を
考

え
、
診
療
所
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

郵
便
局
や
Ｊ
Ａ
波
野
支
所
な
ど
公

共
機
関
が
集
積
し
て
い
る
波
野
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
を
予

定
、
利
用
し
や
す
い
庁
舎
建
設
を
進

め
ま
す
。

　　
昨
年
１
月
か
ら
行
っ
て
い
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率

は
、
全
国
平
均
と

同
じ
８
・
４
％
で

す
。
今
後
は
、
身

分
証
明
書
と
し
て

の
利
用
に
留
ま
ら

ず
、
よ
り
効
果
的

な
利
活
用
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
更
な
る

取
得
促
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

熊
本
地
震
で
発

生
し
た
災
害
廃
棄

物
は
、
発
災
直
後

か
ら
環
境
に
配
慮

し
な
が
ら
、
迅
速

か
つ
適
正
に
処
理
を
行
い
、
損
壊

家
屋
等
の
公
費
解
体
も
概
ね
順
調

に
進
捗
、
公
費
解
体
及
び
仮
置
き

場
で
の
災
害
廃
棄
物
の
受
入
れ
は

原
則
本
年
８
月
末
で
終
了
す
る
予

定
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
安

全
に
留
意
し
円
滑
な
事
業
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

　
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
関
係

各
課
と
更
に
連
携
を
図
り
、
「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
」
と
し

て
、
生
活
困
窮
者
の
方
の
対
策
、

ま
た
、
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た

方
々
の
速
や
か
な
生
活
再
建
の
相

談
支
援
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

生
　
活

総務
●防災対策の充実
阿蘇火山等防災対策事業 1,171万円
熊本県土砂災害危険住宅移転促進補助
事業 900万円

阿蘇広域行政事務組合負担金（消防費等） 4億 458万円
消防団活動事業 6,831万円
消防機器・施設整備事業
（小型動力ポンプ、消防積載車等） 2,700万円

防災行政無線管理事業 1,282万円
●公共交通の充実
地方バス運行等特別対策事業 6,600万円
乗合タクシー運行事業 524万円
●ネットワーク環境の充実
光ネットワーク事業 5,827万円
●その他
波野支所庁舎建設事業
（設計・地質調査業務委託） 1,171万円

生活
●消費生活等の相談窓口の充実
消費生活センター運営事業 359万円

生活困窮者対策事業 681万円

●生活環境の整備
阿蘇広域行政事務組合負担金
（火葬、ＲＤＦ・リサイクル施設、最終処
分場、し尿処理等）

7億 6,343万円

塵芥収集運搬事業 4,575万円

合併処理浄化槽設置整備事業 7,173万円

交通安全対策事業 1,500万円

地籍調査事業 2,196万円
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熊
本
地
震
被
災
者
生
活
再
建
支

援
は
、
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

事
業
で
更
な
る
充
実
を
図
り
、
被

災
さ
れ
た
方
々
の
見
守
り
、
相
談

支
援
な
ど
積
極
的
な
事
業
展
開
を

関
係
機
関
と
連
携
し
進
め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
は
、
高
齢
者
の
方
々

が
健
康
で
長
生
き
し
、
生
き
が
い

を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
児
童
福
祉
は
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

各
種
医
療
費
助
成
等
の
事
業
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
保
護
者
の

方
々
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
境
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

　
障
害
福
祉
は
、
本
年
度
、
「
阿

蘇
市
障
害
者
計
画
」
及
び
「
阿
蘇

市
障
害
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、

施
策
推
進
の
基
本
的
な
考
え
方
や

具
体
的
方
策
、
達
成
す
べ
き
目
標

を
定
め
ま
す
。

　
生
活
保
護
で
は
、
就
労
支
援
、

生
活
支
援
活
動
を
通
じ
、
経
済
的

自
立
、
社
会
的
自
立
を
支
援
し
、

民
生
委
員
の
方
々
や
障
害
者
支
援

機
関
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
受
給
者
の
生
活

サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
平
成

30
年
度
の
財
政
運
営
責
任
等
の
都

道
府
県
化
に
向
け
て
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
保
険
税
率
、
保
健
事

業
等
の
検
討
を
行
い
、
市
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
に
諮
り
な
が

ら
、
医
療
費
の
適
正
化
及
び
国
保

財
政
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
健
全
化
を
図
る
た
め
の
具
体

的
な
事
業
方
針
を
「
第
２
期
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
・
第
３
期
特
定
健

診
等
実
施
計
画
」
に
定
め
、
生
活

習
慣
病
の
重
症
化
防
止
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
は
、
「
第
６
期

阿
蘇
市
高
齢
者
い
き
い
き
プ
ラ

ン
」
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

次
期
計
画
策
定
に
向
け
、
評
価
検

証
を
行
い
、
平
成
30
年
度
か
ら
３

年
間
の
介
護
保
険
事
業
必
要
経
費

と
保
険
料
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
保
健
予
防
は
、
高
額
な
医
療
費

及
び
生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る
脳

卒
中
・
心
臓
病
・
腎
不
全
を
防
ぐ

た
め
各
保
険
事
業
と
連
携
し
、
特

医
療
福
祉

医療福祉
●高齢者・障がい者福祉等の充実
社会福祉協議会運営費負担金 5,143万円
高齢者住宅改造助成事業 536万円
老人クラブ連合会活動促進事業費補助事業 959万円
敬老会補助事業 840万円
シルバー人材センター補助事業 318万円
老人ホーム保護措置費 9,973万円
重度心身障害者医療費助成事業 7,500万円
自立支援医療費 3,671万円
障害者自立支援給付費 6億 6,900万円
障害児通所給付事業 4,320万円
生活保護扶助費 3億 5,395万円
●子育て支援の充実
保育園運営事業（公立・民間） 14億 3,327万円
ファミリー・サポートセンター事業委託料 216万円
乳幼児医療費助成事業 4,290万円
児童医療費助成事業 1,704万円
児童手当事業 4億 1,117万円
育児・児童扶養手当事業 1億 6,080万円
母子家庭支援事業 1,248万円
放課後児童健全育成事業 1,800万円
●保健・医療の充実
輪番制（日曜・祝日在宅）病院運営補助事業 1,020万円
救急医療対策事業（在宅輪番医制事業） 159万円
予防接種委託事業 9,200万円
各種検診委託事業 4,650万円
妊婦・乳幼児健診等委託事業 1,970万円
国民健康保険事業（特別会計） 42億 3,390万円
介護保険事業（特別会計） 31億 1,757万円
後期高齢者医療広域連合負担金 4億 5,633万円
後期高齢者医療事業（特別会計） 4億 1,253万円
阿蘇市病院事業（企業会計） 26億 6,100万円
●人権教育・啓発の推進
人権教育・啓発事業 1,967万円
コミュニティーセンター・カルデラ
ＡＳＯ運営事業 3,658万円

男女共同参画事業 142万円

塗装・防水工事・メンテナンス

株式会社

〒869-2302

熊本県阿蘇市三久保448番地22

web    http;//www.aso-inoue.com/

E-mail info@aso-inoue.com

塗装内容

（屋根・壁・破風板・軒天・デッキ・塀・他）

防水内容

（雨漏れ調査・屋上・ベランダ・コーキング・他）

広
告
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定
健
診
受
診
率
の
向
上
と
疾
病

の
重
症
化
防
止
、
健
康
寿
命
の

延
伸
に
努
め
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
医
療
需

要
と
利
便
性
確
保
の
た
め
「
地

域
中
核
病
院
」
と
し
て
阿
蘇
医

療
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
図

り
、
引
き
続
き
医
師
・
看
護
師

の
確
保
、
小
児
科
・
神
経
難

病
・
が
ん
等
の
専
門
外
来
の
維

持
、
耳
鼻
咽
喉
科
・
口
腔
外
科

の
開
設
準
備
、
糖
尿
病
・
肝
疾

患
・
認
知
症
等
に
係
る
医
療
機

能
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
更
に
医
師
会
を
は
じ
め
関
係

機
関
と
の
連
携
体
制
を
強
化

し
、
地
域
完
結
型
医
療
を
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

　

人
権
施
策
は
、
阿
蘇
市
人

権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
活

動
と
隣
保
館
事
業
を
中
心
に
関

係
機
関
と
連
携
し
、
人
権
意
識

の
向
上
、
福
祉
と
人
権
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
引
き
続
き

人
権
教
育
・
啓
発
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
は
、

女
性
活
躍
推
進
法
や
阿
蘇
市
の

行
動
計
画
に
基
づ
き
、
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
農
地
の
大
区
画
・

汎
用
化
を
促
進
し
、
担
い
手
の
育

成
を
図
り
、
各
種
補
助
事
業
等
を

積
極
的
に
活
用
し
、
将
来
を
見
た

「
攻
め
の
農
業
」
を
進
め
ま
す
。

　
そ
の
糸
口
と
し
て
、
新
規
就
農

希
望
者
の
一
元
的
な
相
談
窓
口
を

設
置
し
、
農
業
技
術
、
農
業
経
営

に
関
す
る
指
導
の
質
を
向
上
さ

せ
、
独
立
就
農
ま
で
の
継
続
的
な

支
援
を
行
い
、
新
規
就
農
者
の
定

着
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
原
野
・
山
間
部
等
は
亀

裂
に
よ
っ
て
、
野
焼
き
・
採
草
・

放
牧
が
で
き
な
い
地
域
が
あ
り
、

再
開
に
向
け
た
被
災
原
野
の
復
旧

に
つ
い
て
、
国
・
県
に
引
き
続
き

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
林
業
は
、
就
業
希
望
者
向
け
相

談
窓
口
を
設
置
、
林
業
経
営
者
へ

の
講
師
派
遣
や
技
術
研
修
会
等
を

行
い
、
人
材
不
足
の
解
消
、
収
益

性
の
改
善
、
経
営
力
の
強
化
を
目

指
し
ま
す
。

　
熊
本
地
震
発
災
当
初
は
観
光
入

込
客
が
激
減
し
、
厳
し
い
１
年
で

し
た
が
、
九
州
ふ
っ
こ
う
割
な
ど

国
の
復
興
支
援
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
強
化
で
、
個
人
客
は
回
復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
道

57
号
・
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
の
寸
断

で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
修
学
旅
行

な
ど
の
団
体
客
は
未
だ
２
割
弱
の

状
態
で
す
。

　
一
方
、
再
開
が
待
た
れ
る
中
岳

火
口
見
学
は
、
火
口
側
の
火
山
灰

除
去
、
火
山
ガ
ス
検
知
器
・
待
避

壕
・
監
視
所
等
の
復
旧
に
つ
い
て

環
境
省
に
喫
緊
の
課
題
と
し
て
強

く
要
望
し
て
お
り
、
一
日
も
早
い

見
学
再
開
に
向
け
、
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

　
特
に
、
山
上
一
帯
は
、
「
国
立

公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
主

要
箇
所
で
あ
り
、
本
年
は
、
阿
蘇

登
山
道
路
沿
い
の
牧
柵
や
展
望
所

の
整
備
を
県
が
行
い
ま
す
。

　
本
市
も
山
上
給
水
施
設
整
備
完

了
ま
で
の
給
水
対
応
の
ほ
か
、
魅

力
向
上
を
目
指
し
、
昨
年
度
策
定

し
た
「
阿
蘇
山
上
観
光
復
興
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
実
現
に
向
け
官
民
一

体
と
な
り
取
り
組
み
ま
す
。

　
並
行
し
て
、
カ
ル
デ
ラ
地
形
の

利
点
を
活
か
し
た
体
験
型
観
光
に

重
点
を
置
き
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ス
カ
イ

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

経
　
済

テ
ィ
関
連
、
「
食
文
化
」
に
ポ
イ

ン
ト
を
置
い
た
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
着
手
し
、
「
阿
蘇

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
特
別
感
」
を
創

り
、
更
に
磨
き
な
が
ら
、
訪
れ
た

皆
さ
ま
方
が
買
い
物
や
宿
泊
施
設

の
利
用
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
市
民
ブ
ラ
ン
ド
「
然
」
は
、
人

材
育
成
や
特
産
品
の
販
路
開
拓
を

進
め
る
ほ
か
、
「
阿
蘇
の
笑
顔
を

め
ぐ
る
」
を
テ
ー
マ
に
然
の
方
々

の
店
舗
等
を
周
遊
し
て
い
た
だ
く

展
開
を
図
る
魅
力
あ
る
情
報
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

経済（農林畜産業）
●農・畜産業の振興
青年就農給付金事業 6,000万円
環境保全型農業直接支払事業 600万円
阿蘇地域世界農業遺産推進事業 137万円

県営経営体育成基盤整備事業 2,194万円
県営農業水利施設保全合理化事業 1,090万円
多面的機能支払交付金事業 4億 1,050万円
経営所得安定対策推進事業 1,134万円
阿蘇市幹線道路（広域農道）整備事業 1億 670万円
中山間総合整備事業 328万円
家畜導入補助事業 1,809万円
牛異常予防接種・放牧寄生虫駆除薬補
助事業 480万円

生産総合事業補助金事業
（強い農業づくり交付金） 4,206万円

ふるさと農道整備事業 1,100万円

●林業の振興
市有林管理事業 1,641万円
林道維持等事業 600万円
有害鳥獣捕獲報奨金 2,188万円
森林整備地域活動支援交付金事業 711万円
くまもとの森林利活用最大化事業補助
金事業 3,418万円

阿蘇地域農林業振興連携事業 301万円
●草原の再生
環境共生基金事業 504万円

草原情報館管理事業 442万円



　
人
口
減
少
は
、
本
市
に
お
い
て

も
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
「
阿
蘇
市
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
」
の
運
用
に
当
た
り
、
空
き

家
物
件
等
の
現
状
を
調
査
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
図
り
、
移
住
・
定

住
対
策
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
関
係
機
関
や
多

様
な
人
材
と
連
携
を
図
り
、
移

住
・
定
住
の
支
援
体
制
を
構
築
、

「
住
ん
で
み
た
い
新
し
い
阿
蘇
」

を
発
信
し
、
未
来
へ
つ
な
が
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
商
工
業
関
係
で
は
、
本
年
４
月

末
現
在
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
補
助

金
の
交
付
決
定
事
業
者
と
し
て
、

市
内
の
52
事
業
者
が
発
表
さ
れ
て

お
り
、
着
々
と
復
旧
・
復
興
が
進

ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
元
商

店
等
が
元
気
を
取
り
戻
す
べ
く
商

工
会
を
は
じ
め
関
係
団
体
と
連
携

し
、
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
た
創

業
、
第
二
創
業
の
支
援
及
び
雇
用

を
促
進
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
波
野
地
域
で
実

施
し
た
買
い
物
困
難
者
の
実
証
事

業
に
よ
る
課
題
を
検
証
し
、
波
野

地
域
集
落
サ
ポ
ー
ト
協
議
会
と
連

携
し
た
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
最
優
先
と
な
る
公
共
土
木
施
設

の
災
害
復
旧
工
事
は
、
本
年
５
月

25
日
現
在
、
52
％
の
発
注
が
完
了

し
、
大
規
模
被
災
箇
所
や
橋
梁
復

旧
な
ど
一
部
を
除
き
、
本
年
度
完

成
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト

は
、
平
成
32
年
度
完
成
を
目
標
に

整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
阿
蘇

市
側
で
は
、
用
地
買
収
は
ほ
ぼ
完

了
し
、
随
時
、
工
事
が
発
注
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
57
号
の
現
道
は
、

本
年
４
月
末
、
国
直
轄
で
あ
る
熊

本
復
興
事
務
所
が
南
阿
蘇
村
に
設

置
さ
れ
、
大
規
模
崩
壊
法
面
の
砂

防
工
事
等
の
早
期
着
手
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
今
後
も
、
現
道
の
早
期

開
通
に
向
け
て
引
き
続
き
国
へ
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

白
川
流
域
（
黒
川
含
む
）
で

は
、
阿
蘇
地
域
で
の
土
砂
災
害
防

止
に
必
要
な
対
策
等
に
つ
い
て
、

本
年
度
、
国
に
よ
る
調
査
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
早
期
に
国

直
轄
砂
防
工
事
へ
と
前
進
す
る
よ

う
更
な
る
要
望
を
行
い
ま
す
。

　
中
九
州
地
域
高
規
格
道
路
整
備

は
、
滝
室
坂
道
路
の
用
地
交
渉
が

進
め
ら
れ
る
中
、
本
年
度
予
算
で

ト
ン
ネ
ル
工
に
着
手
す
る
こ
と
が

決
定
し
、
大
き
く
進
捗
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
竹
田
・
阿
蘇
間
の
整
備

は
、
本
年
３
月
末
か
ら
、
計
画
段

階
評
価
の
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
早
期
の
事
業
着
手
に
向
け

関
係
機
関
へ
の
要
望
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
道
路
河
川
の
整
備
は
、
熊
本
地

震
で
赤
水
・
内
牧
・
狩
尾
地
域
で

発
生
し
た
地
盤
沈
下
や
地
割
れ
被

害
の
原
因
や
対
策
な
ど
各
専
門
機

関
の
調
査
結
果
を
参
考
に
計
画
の

精
査
・
検
討
を
行
い
、
地
元
の

方
々
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

防
災
・
安
全
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
水
道
施
設
は
、
熊
本
地
震
で
被

災
し
た
箇
所
の
復
旧
事
業
を
最
優

先
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
簡
易
水
道
統
合
計

画
」
に
基
づ
き
管
内
７
箇
所
の
簡

易
水
道
を
上
水
道
へ
統
合
、
災
害

復
旧
事
業
と
併
せ
市
民
の
皆
さ
ま

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
水

の
維
持
可
能
な
供
給
に
向
け
、
簡

イ
ン
フ
ラ

経済（商業・観光・地域振興）
●商工・観光・地域の振興
景観整備・商店街活性化補助事業（空き
家等対策事業） 720万円

火の山まつり補助事業 800万円

阿蘇くじゅう観光圏負担金事業 400万円

健康づくりの郷推進補助事業 800万円

コミュニティ助成事業 2,000万円

特産物推進事業 1億 7,777万円

夢の湯管理事業 4,302万円

中央公園及びあそ☆ビバ管理事業 1,070万円

阿蘇サイクルツーリズム学校プロジェ

クト委託事業
1,000万円

阿蘇市「草・観・然」活性化事業補助金事業 4,343万円

観光 PRイベント補助事業 1,100万円

インフラ
●道路・橋梁・河川の整備

道路維持事業 1億 7,309万円

道路新設改良事業（幹線支線等） 1億 9,804万円

橋梁維持改良事業 1億 210万円

河川等改修事業 1億 2,632万円

●市営住宅の整備

市営住宅整備事業（ストック改善事業等） 4,762万円

●上水道・簡易水道の整備

上水道施設緊急整備事業（企業会計） 1億 1,850万円

簡易水道施設緊急整備事業（企業会計） 1億 5,350万円

●下水道の整備

黒川地区管渠整備事業（特別会計） 1億 6,700万円

下水処理場改築事業（特別会計） 1億 1,000万円
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増
進
を
図
る
社
会
体
育
施
設
で
あ

る
農
村
公
園
あ
ぴ
か
の
災
害
復
旧

工
事
は
、
本
年
12
月
末
の
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
８
月
６
日
、
阿
蘇

体
育
館
に
お
い
て
、
阿
蘇
郡
市
の

人
権
同
和
教
育
研
究
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
人
権
感
覚
を
磨
き
、

明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
阿
蘇
世
界
文
化
遺
産
は
、
ま
ず

登
録
に
向
け
て
景
観
法
に
基
づ
く

景
観
計
画
、
景
観
条
例
を
制
定

し
、
重
要
文
化
的
景
観
の
国
選
定

を
申
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

易
水
道
と
上
水
道
そ
れ
ぞ
れ
の
区

域
間
の
連
絡
管
を
整
備
し
、
災
害

等
の
不
測
事
態
に
備
え
た
危
機
管

理
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
熊
本
地
震
か
ら
の
一
刻
も
早
い

生
活
・
住
宅
再
建
に
向
け
、
被
災

し
た
宅
地
・
公
共
下
水
道
の
復
旧

な
ど
居
住
環
境
の
整
備
支
援
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
蘇
の
自
然
環
境
維

持
・
保
全
に
向
け
、
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
環

境
共
生
基
金
」
を
活
用
し
た
活
動

支
援
や
景
観
環
境
整
備
事
業
を
実

施
、
地
球
温
暖
化
対
策
で
は
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
や
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
な
ど
に
よ
る
低
炭
素
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
市
営
住
宅
は
、
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
屋
根
改
修
や
水
洗
化
事

業
等
に
取
り
組
み
、
老
朽
化
し
た

市
営
住
宅
に
関
す
る
適
正
化
計
画

の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、
老
朽
化
し
た

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
設
備
更
新
と
新

た
に
市
営
住
宅
坊
中
南
団
地
周
辺

の
管
渠
整
備
を
実
施
し
、
排
水
環

境
改
善
と
快
適
な
住
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
は
、
電
子
黒
板
等
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
充
実
し
た
教

育
活
動
を
通
じ
生
き
る
力
を
育

み
、
確
か
な
学
力
の
向
上
と
、
や

さ
し
く
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
阿
蘇
西
小
学
校
の
災
害
復
旧
工

事
は
、
校
舎
・
プ
ー
ル
等
の
解
体

及
び
新
築
工
事
の
発
注
を
予
定
、

平
成
30
年
12
月
末
の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
市
民
の
健
康

教
　
育

　

お
わ
り
に　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
年
度
は
、
市
の
最
上
位
計
画

で
も
あ
る
「
第
２
次
阿
蘇
市
総
合
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。
未
来
へ
向

か
っ
て
『
夢
』
と
『
希
望
』
の
あ
る

“
豊
か
な
明
る
い
阿
蘇
市
づ
く
り
”

に
邁
進
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　
近
年
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害

教育
●学校教育の充実
外国語指導助手配備事業 1,140万円
小中学校スクールバス運行事業 5,800万円
小中学校管理事業 2億 1,039万円
特色ある学校教育活動補助金 720万円
給食センター運営事業 1億 4,084万円
学校現場における業務改善加速事業 726万円
●社会教育の振興
子ども会・単位子ども会活動補助事業 233万円
生涯学習事業 139万円
阿蘇市子ども芸術祭補助事業 200万円
文化協会・郷土芸能保存活動補助事業 220万円
阿蘇市公民館・各分館活動補助事業 524万円
図書館用図書・ＤＶＤ等購入事業 700万円
世界遺産登録推進事業 1,187万円
●社会体育・スポーツの振興
阿蘇市体育協会補助事業 307万円
各種スポーツ大会補助事業 262万円

が
相
次
ぐ
中
、
九
州
北
部
豪
雨
災

害
時
の
事
業
促
進
と
熊
本
地
震
の

復
旧
復
興
を
最
優
先
に
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
災
害
に
備
え
、
市
民

の
皆
さ
ま
方
と
と
も
に
「
自
助
」

「
共
助
」
「
公
助
」
を
基
本
に
、

防
災
・
減
災
対
策
を
よ
り
一
層
強

化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

熊本地震関連事業（抜粋）
応急修理事業（災害救助費） 1億 5,960万円
災害廃棄物処理事業 8億 372万円
震災復旧緊急対策経営体育成支援事業 11億 7,837万円
農地等災害復旧事業 5億 7,530万円
公共土木施設等災害復旧事業 17億 712万円
地域支え合いセンター事業 2,232万円
熊本県土砂災害危険住宅移転促進事業

補助金
900万円

宅地耐震化推進事業補助金

（大規模盛土造成地滑動崩落防止事業）
4,100万円

住宅・建築物耐震改修事業補助金

（社会資本整備事業・復興基金分）
1,200万円

被災宅地復旧支援事業（復興基金事業） 2億円
地域コミュニティ施設等再建支援事業

（復興基金分）
1,070万円

自治公民館再建支援事業（復興基金分） 2,249万円

熊
本
地
震
・
復
興
関
連
予
算
は
左
の
と
お
り

9 広報あそ 2017.07
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平成 29 年度予算

一般会計当初予算規模の推移　（H25 ～ H29 の 5 カ年）

200億円

150億円

100億円

50億円

H25 H26 H29H28H27

148.3億円 157.5億円 169.3億円
188.7億円

150.9億円

※H25とH29は、２月に市長選挙が行われたことにより、6月補正後予算での比較となります。

一 般 会 計

教育や福祉、土木、農政、商工観光振興事業など市の基本的な行政運営を行う会計

総 額 188 億 7651 万円
※前年度当初予算比：＋ 25.1％（6月補正後）

当 初 予 算 179 億 7212 万 円 ＋ 6 月 補 正 9 億 439 万 円

歳出予算性質別構成比

平成２９年度当初予算は、２月に市長選挙が行われたことにより、経常的経費や
義務的経費からなる「骨格予算」として編成しました。
今回６月補正予算で、政策的な経費や新たに取り組む事業の経費などを肉付けし
ています。

平成２９年度当初予算は、２月に市長選挙が行われたことにより、経常的経費や
義務的経費からなる「骨格予算」として編成しました。
今回６月補正予算で、政策的な経費や新たに取り組む事業の経費などを肉付けし
ています。

23 億 8609 万円
（12.6％）

人件費

扶助費

物件費公債費

普通建設事業費 補助費等

災害復旧事業費

繰出金

31 億 5931 万円
（16.7％）

14 億 6527 万円
（7.8％）15 億 8778 万円

（8.4％）

45 億 1239 万円
（23.9％）

12 億 2964 万円
（6.6％）

24 億 4969 万円
（13.0％）

その他

20 億 1535 万円
（10.7％）

7099 万円
（0.3％）
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平成 29 年度予算・一般会計

市　税

27 億 7456 万円
（14.7％）

その他の収入

7 億 4272 万円
（3.9％）

繰入金

4 億 9915 万円
（2.6％）

分担金及び負担金

5 億 231 万円
（2.7％）

国・県支出金

67 億 69 万円
（35.5％）

地方交付税

53 億 3438 万円
（28.3％）

熊 本 地 震 関 連 事 業 に つ い て（P9 参 照 ）
災害復旧費のほかに、以下の費目等にも計上されています。
【衛生費】
●災害廃棄物処理事業費（8億 372 万円）
【農林水産業費】
●震災復旧緊急対策経営体育成支援事業費（11億 7837 万円）等

用 語 解 説

民生費

55 億 6533 万円
（29.5％）

災害復旧費

25 億 3029 万円
（13.4％）

衛生費

23 億 2297 万円
（12.3％）

農林水産業費

21 億 8602 万円
（11.6％）

用 語 解 説

公債費

15 億 8778 万円
（8.4％）

総務費

14 億 7596 万円
（7.8％）

土木費

10 億 8923 万円
（5.8％）

教育費

9 億 4872 万円
（5.0％）

消防費
5 億 2924 万円

（2.8％）

商工費

4 億 5860 万円
（2.4％）

議会費

1 億 4368 万円
（0.8％）

歳 入

各種交付金

8 億 3530 万円
（4.4％）

市　債

14 億 8740 万円
（7.9％）

予備費

3869 万円　
（0.2％）

歳 出

●民 生費
　�福祉の向上のために使われるお金
●災害復旧費
　災害復旧のために使われるお金
●衛 生費
　�健康づくりやごみ処理などに使われ
るお金
●農 林水産業費
　�農林畜産業の振興に使われるお金
●公債費
　�市の借金返済に使われるお金
●総 務費
　�庁舎の維持管理や、徴税、選挙、統計など
市の運営の全般的な業務に使われるお金
●土 木費
　�道路・橋・河川・公営住宅等の管理や整
備などに使われるお金
●教 育費
　�学校等の維持管理や学校教育、社会教
育、社会体育などの振興に使われるお金
●消 防費
　消防や防災のために使われるお金
●商 工費
　商工、観光の振興に使われるお金
●議 会費
　議会運営のために使われるお金

自主財源（23.9％） 依存財源（76.1％）

●市 税
　市民の皆さまから納めていただいた税金
●そ の他の収入
　使用料、手数料、財産収入など
●繰 入金
　特別会計などから繰り入れられるお金
●�分 担金及び負担金
　�市の行う事業により利益を受ける方か
らその受益を限度として徴収するお金

●�国 ・県支出金
　�特定の事業を行うために国や県から
交付されるお金

●�地 方交付税
　�どの地域に住む住民にも一定水準の
行政サービスを提供できるよう国か
ら交付されるお金

●市 債
　�特定の事業を行うために借り入れるお金
●各 種交付金
　�国税や県税などとして集められたお
金のうち一定の割合を市町村に交付
するもの

平成 29年度一般会計予算（６月補正後）の内訳



まちの話題
CityTopics

「 まちの話題」 の情報は、 総務課秘書広報係（ ☎ 22-3111） にお寄せください

　
平
成
25
年
４
月
か
ら
平
成
29
年
３

月
ま
で
の
４
年
間
、行
政
相
談
委
員

を
務
め
た
塚
本
武
敏
氏（
町
２
区
）の

退
任
に
伴
い
、行
政
相
談
に
尽
力
し

た
こ
と
を
称
え
５
月
８
日
、市
役
所

で
佐
藤
市
長
と
現
職
委
員
３
名
の
立

会
い
の
も
と
、総
務
省
熊
本
行
政
評

価
事
務
所
の
大
塚
所
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
塚
本
氏
は
、在
任
中
、定
期
的
に
行

政
相
談
窓
口
を
開
設
し
、市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
き
た
ほ
か
、

昨
年
７
月
に
は
熊
本
地
震
復
興
支
援

と
し
て
開
設
さ
れ
た「
被
災
者
支
援
特

別
行
政
相
談
所
」に
も
相
談
委
員
と
し

て
参
加
し
、積
極
的
に
活
動
を
さ
れ
て

き
ま
し
た
。４
月
か
ら
一
の
宮
地
区
は

井
重
男
氏（
古
神
３
区
）が
塚
本
氏
の

後
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

わ だ い行政相談に尽力
行政相談委員 塚本武敏氏に感謝状

　
平
成
24
年
に
発
生
し
た
九
州
北
部

豪
雨
災
害
を
教
訓
に
、梅
雨
時
期
の
大

雨
に
備
え
る
た
め
５
月
27
日
、狩
尾

２・３
区
、跡
ヶ
瀬
、的
石
地
区
を
対
象

に
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
中
豪
雨
に
よ
り
土
砂
災
害
警

戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
と
の
想
定

で
、防
災
行
政
無
線
や
お
知
ら
せ
端

末
な
ど
で
避
難
を
呼
び
か
け
る
と
、

１
１
３
世
帯
２
１
５
人
が
、避
難
場

所
で
あ
る
阿
蘇
西
小
学
校
阿
蘇
西
校

舎
体
育
館
な
ど
に
次
々
に
避
難
。消

防
団
や
自
主
防
災
組
織
は
避
難
者
の

誘
導
や
補
助
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

一
方
、市
役
所
で
は
市
民・消
防
団
へ

の
情
報
伝
達
や
連
携
、避
難
所
開
設

業
務
な
ど
、大
雨
時
の
対
応
を
確
認

し
ま
し
た
。

大雨時は早めの避難を
狩尾２区～的石地区で避難訓練

避難者を補助する消防団員

12

　
一
流
料
理
人
が
給
食
の
レ
シ
ピ
を

考
案
す
る『
ス
ー
パ
ー
給
食
』が
５
月

26
日
、市
内
の
全
小
中
学
校
を
対
象

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、楽
天
株
式
会

社
が
募
っ
た
募
金
を
使
っ
て
一
般
社

団
法
人
超
人
シ
ェ
フ
倶
楽
部（
中
嶋

貞
治
代
表
）が
企
画
し
た
も
の
で
、子

ど
も
た
ち
の
食
育
と
給
食
を
調
理
す

る
関
係
者
の
研
修
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
嶋
シ
ェ
フ
と
一
緒
に
給
食
を
食

べ
た
阿
蘇
小
学
校
の
６
年
生
は
、「
苦

手
な
も
の
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

た
」と
笑
顔
で
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、中
嶋
シ
ェ
フ
は
、「
子
ど
も
た

ち
に
元
気
を
も
ら
っ
た
。熊
本
は
食

材
の
宝
庫
。も
っ
と
地
元
の
食
材
を

食
べ
て
ほ
し
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

超人シェフがレシピ考案
市内の全小中学校でスーパー給食

感謝状を受け取った塚本氏（左から 3 人目）

N e w s

2017.07 広報あそ

子どもたちと給食を楽しむ中嶋シェフわ だ い

中嶋シェフの考案した給食

WebTV アソ
動 画



　
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
運

営
審
議
会（
委
員
13
名
）と
カ
ル
デ
ラ

Ａ
Ｓ
Ｏ
運
営
審
議
会（
委
員
13
名
）が

５
月
29
日
、６
月
２
日
に
そ
れ
ぞ
れ

開
か
れ
、新
し
く
就
任
し
た
委
員
に

佐
藤
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　
運
営
審
議
会
の
会
長
に
は
、國
武

香
氏
と
井
島
昭
年
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
再

任
。そ
の
後
行
わ
れ
た
審
議
会
で
は
、

昨
年
度
の
事
業
報
告
と
今
年
度
の
事

業
計
画
が
諮
ら
れ
、差
別
の
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、住
民
交
流
の
拠

点
と
な
る
開
か
れ
た
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
事
業
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、慎

重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

差別のないまちづくりを
コミュニティーセンター・カルデラＡＳＯ運営審議会

まちの話題 CityTopics

　

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
を
願
う

『
お
田
植
え
祭
』が
５
月
28
日
、阿
蘇

草
原
保
全
活
動
セ
ン
タ
ー
横
の
水
田

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、環
境
を
守
り

美
し
い
地
球
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て『
み
ん
な
の
Ｆ
Ｕ
Ｊ

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｎ
地ち
だ
ま球

フ
ェ
ス
タ
ＷわＡ
実
行

委
員
会（
渡
邉
政
男
委
員
長
）』の
主

催
に
よ
る
も
の
で
、阿
蘇
中
央
高
校

の
生
徒
や
親
子
連
れ
な
ど
約
１
０
０

名
が
参
加
。水
田
前
で
神
事
が
行
わ

れ
た
後
、約
20
ア
ー
ル
の
水
田
に
参

加
者
達
が
苗
を
手
植
え
し
ま
し
た
。

　
今
回
植
え
ら
れ
た
苗
は
、10
月
14

日
の
イ
ベ
ン
ト
で
親
子
稲
作
体
験
と

し
て
収
穫
祭
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

復興願い高校生らが田植え
小里の田んぼでお田植え祭開催

13 広報あそ 2017.07

N e w s

手植えを行う阿蘇中央高校の生徒たち

委嘱状を受け取る國武氏

わ だ い

　
消
費
者
支
援
活
動
に
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
と
し
て
、市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の
佐
藤
良
子
相
談
員
が
ベ
ス

ト
消
費
者
サ
ポ
ー
タ
ー
章
を
受
章
し

５
月
22
日
、熊
本
県
庁
で
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
章
は
、消
費
者
庁
長
官
か
ら

贈
ら
れ
る
も
の
で
、本
年
度
は
、全
国

で
24
名
が
受
章
し
て
い
ま
す
。

　
佐
藤
相
談
員
は
、市
が
消
費
生
活

相
談
室
を
設
置
し
た
平
成
17
年
10
月

か
ら
約
12
年
に
わ
た
り
消
費
生
活
相

談
員
と
し
て
年
間
約
５
０
０
件
の
相

談
業
務
に
従
事
。消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
の
周
知・
相
談
の
掘
り
起
こ
し
な

ど
市
の
消
費
者
行
政
に
貢
献
し
、市

民
の
安
心
安
全
な
く
ら
し
の
構
築
に

向
け
て
尽
力
し
て
い
ま
す
。

消費者支援活動に顕著な功績
消費者庁ベスト消費者サポーター章に佐藤相談員

表彰を受けた佐藤相談員（中央）

表 彰
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産
業
や
農
業
振
興
な
ど
の
政
策
課

題
を
共
有
し
、地
方
創
生
と
復
興
支

援
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

５
月
31
日
、市
役
所
で
、市
と
熊
本
銀

行
及
び
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
と
の
包
括
的
連
携
協
定
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、ふ
く
お
か

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
持
つ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
情
報
を
活
か
し

て
、市
の
商
店
街
の
活
性
化
や
地
場

産
業
の
販
路
拡
大
、雇
用
創
出
な
ど

に
お
け
る
協
力
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
最
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、熊
本

銀
行
が
特
別
協
賛
で
７
月
28
日
～
30

日
に
市
で
開
催
さ
れ
る
ゴ
ル
フ
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
の
賞
金
の
一
部
が
市
へ
寄

付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

復興に向けて力を合わせて
熊本銀行及びＦＦＧと地方創生包括的連携協定締結

　
永
年
に
わ
た
り
献
身
的
に
婦
人
会

の
運
営
に
携
わ
っ
た
と
し
て
、加
藤

ク
ラ
子
さ
ん（
小
地
野
）に
熊
本
県
地

域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
県
婦
人
会
の
感
謝
状
は
、婦
人
会

の
会
長
経
験
者
で
80
歳
を
超
え
た
方

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
加
藤
さ
ん
は
、平
成
14
年
～
平
成

21
年
ま
で
の
８
年
間
、波
野
校
区
婦

人
会
会
長
と
し
て
従
事
さ
れ
、町
村

合
併
時
に
は
、波
野
校
区
の
婦
人
会

代
表
と
し
て
市
婦
人
会
の
設
立
に
尽

力
し
ま
し
た
。

永年の婦人会活動に感謝状
加藤クラ子さんに熊本県婦人会から感謝状

協定書を手に握手を交わす
佐藤市長と熊本銀行の竹下頭取（右）

感謝状が贈られた加藤さん

2017.07 広報あそ

N e w s

まちの話題
CityTopics

「 まちの話題」 の情報は、 総務課秘書広報係（ ☎ 22-3111） にお寄せください

わ だ い

　
高
齢
者
福
祉
の
増
進
及
び
介
護
保

険
制
度
の
適
切
な
運
営
を
目
的
と
し

た
阿
蘇
市
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す

る
た
め
、６
月
１
日
、市
役
所
で
介
護

保
険
事
業
計
画
等
推
進
委
員
会
が
開

か
れ
、佐
藤
市
長
か
ら
委
員
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、会
長

に
は
阿
蘇
郡
市
医
師
会
の
古
閑
宏

氏
、副
会
長
に
は
、阿
蘇
郡
市
歯
科
医

師
会
の
安
光
千
昭
氏
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
委
員
会
で
は
、介
護
給
付
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
量
を
見
込
み
、

平
成
30
年
度
か
ら
３
年
間
の
介
護
保

険
料
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。

介護保険事業の適正な運営を行います
介護保険事業計画等推進委員会を開催

委嘱状を受け取る古閑氏

N e w s

WebTV アソ
動 画
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九
州
電
力
大
津
営
業
所
が
主
催
す

る
Ｉ
Ｈ
調
理
器
を
使
っ
た
料
理
教
室

が
６
月
７
日
、農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
ル
電
化
住
宅
の
普
及
拡
大
に

伴
い
、同
社
が
住
民
の
皆
さ
ま
に「
ち

ょ
っ
と
嬉
し
い
料
理
体
験
」を
伝
え

る
た
め
、内
牧
の
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
に
Ｉ
Ｈ
調
理
器
を
２
台
寄
贈

し
今
回
初
め
て
開
い
た
も
の
で
、九

電
ホ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
Ｉ
Ｈ
調

理
器
の
上
手
な
使
い
方
を
レ
ク
チ
ャ

ー
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
Ｉ
Ｈ
調
理
器
を
使
用
す
る

参
加
者
は
、「
鍋
の
ま
わ
り
が
熱
く
な

ら
な
い
」「
直
火
じ
ゃ
な
い
の
で
安

心
」な
ど
の
声
が
聴
か
れ
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｈ
料
理
教
室
は
、九
電
大
津
営

業
所（
☎
０
１
２
０・９
８
６・６
０
２
）

が
無
料
で
出
張
し
開
催
し
ま
す
。

ＩＨ調理器の上手な使い方教えます
九電ホームアドバイザーによるＩＨ料理教室

実際に IH 調理器で料理する参加者

まちの話題 CityTopics

わ だ い

　
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
寸
断
さ
れ
た

導
水
管
の
仮
設
管
が
布
設
さ
れ
て
い

る
農
道
赤
水
成
川
線（
通
称
８
㍍
道

路
）で
６
月
３
日
、阿
蘇
市
管
工
事
協

同
組
合（
大
友
一
雄
組
合
長
）が
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、水
道
に
つ
い
て
市
民
の

理
解
と
関
心
を
高
め
、公
衆
衛
生
の

向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る

『
水
道
週
間（
６
月
１
日
～
７
日
）』に

合
わ
せ
て
実
施
し
た
も
の
で
、阿
蘇

の
美
し
い
農
村
景
観
の
維
持
を
目
的

に
水
道
事
業
関
係
者
21
名
が
参
加
。

阿
蘇
西
小
学
校
付
近
歩
道
部(

延
長

１
８
５
０
㍍)

の
環
境
美
化
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

阿蘇の景観維持のために
水道週間清掃ボランティア作業

通称 8m 道路を清掃する水道事業関係者

わ だ い

阿 蘇 警 察 署 協 議 会 か ら の お 知 ら せ

[ 委員の皆さん ] 左から神保京子さん（古神２区）、
玉飼博之さん（内牧４区）、後藤吉信さん（滝水）、
森本由美子さん（産山村）、山内ユリ子さん（内牧５区）

　

阿
蘇
警
察
署
で
は
６
月
１
日
、
阿
蘇

警
察
署
協
議
会
委
員
と
し
て
新
た
に
就

任
し
た
５
名
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
警
察
署
長
の
諮
問
機

関
と
し
て
地
域
住
民
の
生
の
声
を
警
察

行
政
に
反
映
さ
せ
、
民
主
的
な
警
察
運

営
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
熊
本
県
公
安

委
員
会
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
も
委
員
か
ら
多
く
の
意
見
・
要
望
が

出
さ
れ
、
警
察
運
営
に
反
映
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

阿
蘇
警
察
署
で
は
、
ご
意
見
な
ど
を

も
と
に
明
る
く
開
か
れ
た
警
察
運
営
を

目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
協
議
会
に

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先　

阿
蘇
警
察
署
総
務
係

☎
２
２
・
５
１
１
０
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内
牧
温
泉
街
の
景
観
形
成
と
地
域

住
民
の
環
境
意
識
の
向
上
を
目
的

に
、阿
蘇
中
央
高
校
の
生
徒
た
ち
と

阿
蘇
市
区
長
会
内
牧
支
部（
小
島
良

邦
代
表
）や
地
元
の
老
人
会
、婦
人
会

な
ど
関
係
者
ら
が
６
月
16
日
、市
道

内
牧
中
央
線
沿
線
の
花
壇
に
花
の
植

栽
を
行
い
ま
し
た
。

　
阿
蘇
中
央
高
校
の
桑
原
歩
先
生
の

指
導
の
も
と
、参
加
者
約
40
人
は
同

校
で
栽
培
し
た
タ
チ
ア
オ
イ・
ヒ
マ

ワ
リ・
コ
リ
ウ
ス
の
苗
３
種
類
を
植

栽
し
ま
し
た
。

　

今
回
植
栽
し
た
花
々
は
夏
休
み

シ
ー
ズ
ン
に
開
花
す
る
品
種
を
選
定

し
て
お
り
、７
月
下
旬
～
９
月
ま
で

が
見
頃
と
な
る
予
定
で
す
。　

訪れる人へのおもてなしに
市道内牧中央線花の植栽活動

CityTopics
「 まちの話題」 の情報は、 総務課秘書広報係（ ☎ 22-3111） にお寄せください

　
熊
本
地
震
の
被
災
地
を
歌
で
元
気

づ
け
た
い
と
６
月
10
日
、阿
蘇
西
小

学
校（
阿
蘇
西
校
舎
）体
育
館
で
タ
レ

ン
ト
の
青
木
隆
治
氏
に
よ
る
復
興
支

援
ラ
イ
ブ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
青
木
氏
は
東
日
本
大
震
災
以
降
毎

年
被
災
地
を
慰
問
し
て
お
り
、今
回

は
本
人
が
阿
蘇
へ
の
慰
問
を
希
望
。

青
木
氏
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
と
阿
蘇
市

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
議（
中

坊
真
代
表
）の
共
催
で
復
興
支
援
ラ

イ
ブ
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ブ
で
は
、美
空
ひ
ば
り
な
ど

多
く
の
も
の
ま
ね
が
披
露
さ
れ
る

と
、歓
声
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
青
木
氏
か
ら
は
、「
芸
能
人
も
含
め

被
災
地
を
応
援
す
る
人
は
大
勢
い

る
。み
ん
な
は
一
人
で
は
な
い
。」と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

わ だ い歌で阿蘇を元気にしたい
青木隆治復興支援ライブ

　
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
京
都
大
学

火
山
研
究
セ
ン
タ
ー
の
仮
研
究
施
設

が
旧
坂
梨
小
学
校
に
移
設
さ
れ
６
月

12
日
、関
係
者
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
阿
蘇
村
河
陽
に
あ
っ
た
京
都
大

学
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、熊
本
地

震
に
よ
っ
て
施
設
が
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
、事
務
機
能
を
大
津
町

に
、研
究
機
能
を
阿
蘇
市
の
旧
役
犬

原
小
学
校
に
移
し
一
部
の
業
務
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、今
年
４
月
中
旬

に
旧
坂
梨
小
学
校
を
仮
研
究
棟
と
し

て
業
務
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
研
究
用
に
改
修
さ
れ
た
旧
坂
梨
小

学
校
で
は
、教
室
だ
っ
た
場
所
が
研

究
室
や
事
務
室
と
し
て
利
用
さ
れ
て

お
り
、地
震
前
と
同
様
に
火
山
の
観

測
や
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

旧坂梨小学校で研究再開
京都大火山研究センター仮研究棟披露式

N e w s

青木氏と来場者たち

披露式の様子

内牧中央線で花の苗を植栽する参加者

N e w s

WebTV アソ
動 画
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まちの話題 CityTopics

　
戦
後
の
混
乱
で
行
方
不
明
に
な
り
、

昨
年
２
月
か
ら
復
元
に
着
手
し
て
い

た
阿
蘇
神
社
の
名
刀『
蛍
丸
』の
奉
納

式
が
６
月
17
日
、同
神
社
の
仮
拝
殿
で

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
っ
て
投
資
を
募
り
、『
蛍

丸
』の
復
元
を
行
っ
た
刀
匠
２
名
が

刀
を
奉
納
。全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
多
く
の
刀
剣
フ
ァ
ン
達
が
奉
納
を

見
守
り
ま
し
た
。

　

奉
納
し
た
刀
匠
の
福
留
裕
晃
氏

（
岐
阜
県
関
市
）と
興
梠
宏
明
氏（
大

分
県
竹
田
市
）は
、「
蛍
丸
は
み
ん
な

か
ら
好
か
れ
た
刀
と
聞
い
て
い
る
。

本ほ
ん
じ
ん刃

と
同
じ
よ
う
に
好
か
れ
、歴
史

を
刻
ん
で
ほ
し
い
。」と
思
い
を
述
べ

ま
し
た
。

大勢のファンに見守られ
名刀『蛍丸』阿蘇神社へ奉納

『蛍丸』を奉納した刀匠の福留氏（左）と興梠氏（右）

わ だ い

　
熊
本
地
震
で
崩
落
し
た

国
道
57
号
の
代
替
ル
ー
ト

で
あ
る
北
側
復
旧
ル
ー
ト

二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
の
着
工

式
が
６
月
17
日
、掘
削
工

事
の
起
点
と
な
る
車
帰
地

区
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
側
復
旧
ル
ー
ト
は
、

阿
蘇
市
赤
水
と
大
津
町
引

水
を
結
ぶ
全
長
約
13
㌔
を

国
土
交
通
省
が
直
轄
で
工

事
し
て
お
り
、現
在
約
８

割
の
用
地
買
収
が
終
了
。

平
成
32
年
度
中
の
開
通
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
は
同

ル
ー
ト
の
う
ち
３・
７
㌔

熊本方面へのアクセス復旧に期待
二重峠トンネル着工式

二重峠トンネル着工を祝う関係者らの
区
間
で
、車
が
通
る
幅

約
14
㍍
の
本
坑
と
、緊
急

時
に
利
用
者
が
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
る
幅
約
７
㍍

の
避
難
抗
の
２
本
の
ト
ン

ネ
ル
が
並
行
し
て
掘
削
さ

れ
ま
す
。

　
着
工
式
で
挨
拶
を
し
た

佐
藤
市
長
か
ら
は
、「
未
来

に
つ
な
が
る
道
路
と
し

て
、停
滞
し
た
物
流
と
冷

え
込
ん
だ
基
幹
産
業
に
風

穴
を
開
け
、復
興
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
無
事
竣
工
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
。」と

話
が
あ
り
ま
し
た
。

広
告

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

N e w s
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介 護 保 険

ほけん課 介護保険係　☎ 22-3145

65 歳以上の皆さまへ介護保険料のお知らせ

　
護
保
険
制
度
は
、高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
い
、介
護

が
必
要
な
高
齢
者
を
、家
族
だ
け
で
は
な
く
社
会
全
体

で
支
え
合
う
制
度
で
あ
り
、介
護
保
険
料
は
そ
の
大
切
な
財

源
で
す
。介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
、だ
れ
も
が
安
心
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
は
下
表
の
と
お
り
前
年
の
課
税
年
金
収
入
お
よ
び

合
計
所
得
金
額
を
も
と
に
基
準
額
に
保
険
料
率
を
乗
じ
て
決

ま
り
ま
す
。

介

CITY  INFORMATION

●平成 27 ～ 29 年度の介護保険料（基準額） 年額 62,400 円（月額 5,200 円）

段階 対象者 保険料率

第 1 段階 世帯全員が市民税非課税で、
前年の合計所得金額 + 課税年金収入額が８０万円以下の人　等 0.45

第 2 段階 世帯全員が市民税非課税で、
前年の合計所得金額 + 課税年金収入額が８０万円超１２０万円以下の人 0.75

第 3 段階 世帯全員が市民税非課税で、
前年の合計所得金額 + 課税年金収入額が１２０万円超の人 0.75

第 4 段階 世帯のだれかに市民税が課税されているが本人は市民税非課税で、
前年の合計所得金額 + 課税年金収入額が８０万円以下の人 0.9

第 5 段階
（基準額）

世帯のだれかに市民税が課税されているが本人は市民税非課税で、
第４段階以外の人 1.0

第 6 段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万円未満の人 1.2

第 7 段階 本人が市民税課税で、
前年の合計所得金額が１２０万円以上１９０万円未満の人 1.3

第 8 段階 本人が市民税課税で、
前年の合計所得金額が１９０万円以上２９０万円未満の人 1.5

第 9 段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が２９０万円以上の人 1.7

●平成 29 年度の段階別保険料率と保険料
年額

28,080 円

46,800 円

46,800 円

56,160 円

62,400 円

74,880 円

81,120 円

93,600 円

106,080 円

65 歳以上の介護保険料（基準額）

4 月 6月 8月 10月 12月 2月

8,000 円 8,000 円 11,600 円 11,600 円 11,600 円 11,600 円

●第５段階（基準額：62,400 円）の一例（仮徴収の金額により本徴収の金額が変わります）

仮徴収 本徴収
�前年の所得をもとに算出した保険料から、仮徴収（４月・６月）を除
いた額を８月から翌年 2月の年金支給月に納めます。

平成 29年度�介護保険料の納め方

●納付方法
　 受給している年金額により納付方法が異なります。７月下旬に発送

する介護保険料納入通知書でご確認ください。

●特別徴収と普通徴収、どっち？
▷年金額が 18 万円以上の人→特別徴収（年金からの天引き）
▷年金額が 18 万円未満の人→普通徴収（納付書払い）
※�１８万円以上の方でも年度途中で 65 歳になったときや住所異動、申告の
やり直しをしたときなど、普通徴収になる場合があります。
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平
成
29
年
８
月
か
ら

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
基
準
が
見
直
さ
れ
ま
す

　
　

�

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
と
は
？

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
利

用
者
負
担
に
は
月
々
の
負
担
の

上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。１
ヵ
月
に
支
払
っ
た
利
用

者
負
担
の
合
計
が
負
担
の
上
限

を
超
え
た
と
き
は
、超
え
た
分

が
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　　
　

�

ど
の
よ
う
な
改
正
が

行
わ
れ
る
の
で
す
か
？

　

高
齢
化
が
進
み
介
護
費
用
や

保
険
料
が
増
大
す
る
中
、サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
と
利

用
し
て
い
な
い
方
と
の
公
平
性

や
、負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担

を
お
願
い
す
る
観
点
か
ら
、世

帯
の
ど
な
た
か
が
市
民
税
を
課

税
さ
れ
て
い
る
方
の
負
担
の
上

限
が
月
額
３
万
７
２
０
０
円
か

ら
４
万
４
４
０
０
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、介
護
サ
ー
ビ
ス
を

長
期
に
利
用
し
て
い
る
方
に
配

慮
し
、同
じ
世
帯
の
全
て
の
65

歳
以
上
の
方（
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
な
い
方
を
含
む
。）の

利
用
者
負
担
割
合
が
１
割
の
世

帯
は
、年
間
46
万
６
４
０
０
円

（
３
万
７
２
０
０
円
円
×
12
カ

月
）の
上
限
が
設
け
ら
れ
、年
間

を
通
し
て
の
負
担
額
が
増
え
な

い
よ
う
に
さ
れ
ま
す
。（
３
年
間

の
時
限
措
置
）

介護サービス費自己負担上限額（月額）

対象となる方 平成 29 年７月まで
の負担上限（月額） 平成 29 年 8 月からの負担の上限（月額）

　 現役並み所得者に相当する方がいる世帯の方 44,000 円 /（世帯） 44,000 円 /（世帯）

　 世帯のどなたかが市民税を課税さ
れている方（※）

37,200 円 /（世帯）

44,000 円 /（世帯）＜見直し＞
　 ※同じ世帯全ての 65 歳以上の方（サービスを

利用していない方を含む）の利用者負担割合が
1 割の世帯に年間上限額（446,400 円）を設定

　 世帯の全員が市民税を課税されて
いない方

24,600 円 /（世帯） 24,600 円 /（世帯）

　 前年の合計所得金額と公的
年金収入額の合計が年間
80 万円以下の方など

24,600 円 /（世帯）

15,000 円 /（世帯）

24,600 円 /（世帯）

15,000 円 /（世帯）

　生活保護を受給している方など 15,000 円 /（世帯） 15,000 円 /（世帯）

（※） 同一世帯に 65 歳以上で課税所得 145 万円以上の方がおり、収入が単身で 383 万円以上、2 人以上で 520 万円以上の方。

広
告
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保 険 証 の 更 新

ほけん課 高齢者医療係　☎ 22-3145

後期高齢者医療被保険者証が更新されます

CITY  INFORMATION

　
在
お
持
ち
の
保
険
証（
橙
色
）の
有
効
期
限
は
、平
成
29

年
７
月
31
日
㊊
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。新
し
い
保
険

証（
水
色
）を
７
月
中
に
簡
易
書
留
で
発
送
し
ま
す
の
で
、８

月
１
日
㊋
か
ら
は
新
し
い
保
険
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証（
水
色
）に
記
載
し
て
あ
る
一
部
負
担
金

の
割
合
は
、平
成
29
年
度
の
市
民
税
の
課
税
所
得
を
も
と

に
判
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、現
在
お
持
ち
の
保
険
証（
橙
色
）は
、８
月
１
日
以

降
に
、ハ
サ
ミ
な
ど
で
裁
断
の
う
え
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

現
後期高齢者医療被保険者の一部負担金の割合

同一世帯の後期高齢者医療被
保険者のうち、市民税の課税所
得が１４５万円以上ある方が
いる世帯の被保険者

上記条件に
該当しない世帯の被保険者

（条件）

３割

１割

所得区分 外来＋入院
（世帯単位）

入院時の食事代
（１食当たり）外来

（個人単位）

現役並み
所得者 57,600円

80,100円＋
( 総医療費－ 267,000円 )

× １％を加算 360円
※指定難病者の方などは
260円の場合あり

4 回目以降 44,400円（※ 1）

一般 14,000円
（年間 14.4 万円上限）

57,600円

4 回目以降 44,400円（※ 1）

区分Ⅱ
（※ 2） 8,000円 24,600円

90 日まで 210円
( ※ 3）

91 日目から 160円
( ※ 4）

区分Ⅰ
（※ 5） 8,000円 15,000円 100円

( ※ 1） 過去 12 カ月以内に外来＋入院の限度額を超えた支給が 4 回以上あっ
た場合、4 回目以降は 44,400 円となります。

( ※ 2）世帯の全員が市民税非課税の人 ( 区分Ⅰ以外の人 )。
（※ 3）過去 12 カ月以内の入院日数
（※ 4）過去 12 カ月以内の入院日数が 90 日を超えた場合は、長期入院の申請
　　　により食事代が 160 円になります。

（※ 5） 世帯の全員が市民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の
所得は控除額を 80 万円として計算 ) を差し引いたときに 0 円となる人

入院・外来時の自己負担限度額及び入院時の食事代

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証更新のお知らせ

●現在、認定証（橙色）をお持ちの方
　�平成２9年７月３１日㊊で有効期限
が切れますので、新しい「限度額適用
･標準負担額減額認定証」（水色）を７
月中に保険証と同封のうえ郵送しま
す。８月１日㊋からご使用ください。

●新しく申請が必要な方
　�所得区分Ⅰ・Ⅱの方で、「限度額適用・
標準負担額減額認定証」をお持ちで
ない方は、外来および入院で受診さ
れる際に、この認定証が必要となり
ますので、市役所ほけん課または各
支所市民係で申請してください。

　

●申請に必要なもの
　後期高齢者医療被保険者証　
　印かん　マイナンバー
　運転免許証などの本人確認書類

（病院等での窓口負担）

（８月１日から）
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保 険 証 の 更 新

ほけん課 国保・年金係　☎ 22-3145

国民健康保険被保険者証が更新されます

　
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有

効
期
限
は
、平
成
29
年
７
月

31
日
㊊
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
10
期
分
ま
で
の
国
民

健
康
保
険
税
が
全
て
納
付
さ
れ
て

い
る
世
帯
を
対
象
に
、８
月
か
ら

使
用
す
る
新
し
い
保
険
証
を
７
月

中
に
簡
易
書
留
で
発
送
し
ま
す
の

で
、８
月
１
日
㊋
か
ら
は
新
し
い

保
険
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

現

CITY  INFORMATION

限度額適用・標準負担額減額認定証

限度額適用・標準負担額減額認定証は、毎年８月に
切り替えが必要です。新規、更新の手続きを必要と
される方は申請してください。

●申請に必要なもの
　国民健康保険被保険者証　マイナンバー
　印かん　運転免許証などの本人確認書類

●申請先
　ほけん課�国保・年金係または各支所�市民係

平成 29年８月から 70歳以上の方の入院・外来時の自己
負担限度額が変わります

18㌻の『入院・外来時の自己負担限度額 /入院時の食事代』の
表をご参照ください。後期高齢者医療制度と同額となります。

人 間 ド ッ ク 補 助 金

ほけん課 国保・年金係　☎ 22-3145

30 歳以上の国民健康保険被保険者の人間ドック補助金申請

　
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
で
、平
成
29
年
度

中
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る

方
、ま
た
は
受
診
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

の
で
、ほ
け
ん
課
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
、特
定
健
診
を
受
診
す

る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

30

CITY  INFORMATION

概　要

●補助金額　1 日ドック　��5,000 円

　　　　　　2日ドック　10,000 円
● 申請に必要なもの
　国民健康保険証　検査結果　領収書　金融機関の通帳

● 申請先
　ほけん課�国保・年金係または各支所�市民係

　

納
期
限
ま
で
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、市
役
所
及
び
各
支
所
で

随
時
納
税
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、お
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※�

す
で
に
納
税
相
談
を
し
て
お

り
、計
画
ど
お
り
に
納
付
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、従
来

ど
お
り
、納
付
後
に
短
期
保
険

証
を
交
付
し
ま
す
。
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免除申請 若年者
納付猶予

学生
納付猶予

退職（失業）
特例免除

対象
前年の所得金
額が一定額以
下の人

20歳以上
50歳未満

20歳以上
の学生

申請する年度また
は前年度に退職（失
業）した人

免除・猶予�
対象期間

H29.7 月分
～

H30.6 月分

H29.7 月分
～

H30.6 月分

H29.4 月分
～

H30.3 月分

失業日（退職日の翌
日）を含む月の前月
分から翌々年 6 月
分まで

所得の
審査対象

本人、配偶者、
世帯主 本人、配偶者 本人 本人、配偶者、

世帯主

申請に
必要なもの ●年金手帳 ●年金手帳

●�学生証の
コピーま
たは在学
証明書
（原本）
●年金手帳

●�雇用保険受給資格
証または雇用保険
被保険者離職票の
写しなど

●年金手帳

国 民 年 金

ほけん課 国保・年金係　☎ 22-3145

国民年金保険料の免除・納付猶予制度のご案内

　
済
的
な
理
由
に
よ
り
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、平
成
29
年
度
の
免
除
・

納
付
猶
予
の
申
請
を
７
月
３
日
㊊

か
ら
、ほ
け
ん
課
及
び
各
支
所
で

経

CITY  INFORMATION

各種免除・猶予制度概要

受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、申
請
が
で
き
る
過
去
期

間
に
つ
い
て
は
、申
請
書
を
提
出

し
た
日
か
ら
２
年
１
カ
月
前
の
月

分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
の
申

請
が
で
き
ま
す
の
で
、免
除
を
希

望
の
方
は
、早
め
の
お
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

※�若年者納付猶予はH28.7 月から対象者が 30歳未満から 50歳未満へ拡大
しました。

※�熊本地震に伴う申請については、窓口にご相談ください。
　免除対象期間はH28.3 月分～H30.6 月分までです。
　H29.7 月分以降については、再度申請していただく必要があります。

全国高等学校総合体育大会柔道競技　柔道団体戦

　嶋田沙緒里（�鹿児島県霧島市立国分中央高校２年／阿蘇中出身）

●柔道競技

全国大会出場選手紹介

（敬称略）

（8.8 ～ 12 ／福島県郡山市）

広
告
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特 定 公 共 賃 貸 住 宅

住環境課 住宅係　☎ 22-3169

特定公共賃貸住宅の入居申し込みについて

　
月
に
阿
蘇
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
空
き
物

件
）の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。入
居
を
希
望
さ

れ
る
方
は
入
居
資
格
な
ど
を
ご
確
認
し
て
い
た
だ
き

申
し
込
み
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
阿
蘇
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
は
、波
野
大
道
地

区
に
建
設
し
て
あ
る
中
堅
所
得
者
向
け
住
宅
で
す
。

８

CITY  INFORMATION

概　要

●間取り　３ＬＤＫ（ロフト付）
●申込み資格
次の条件をすべて満たしている方。

▷ 親族と同居する方。ただし、単身で入居される場合は特例がありますの
でお問い合わせください。（特例に該当する方：満６０歳以上の方・身体
障害（1～4級）等の認定を受けている方・生活保護を受けている方など）

▷市税等に滞納がない方。
▷政令で定められた所得以下の方。（一定の所得が必要となります。）
▷入居可能な持ち家がない方。
▷暴力団員でない方。

入居決定後は連帯保証人２名が必要です。連帯保証人にも資格・要件があり
ますので、詳しくは住環境課にお問い合わせください。

※適時申込受付を行っています。（各支所でも受付けています。）
※７月２１日㊎までに申し込みをされた方については、抽選会の案内を通知します。

林業労働災害防止のキャンペーン実施中（6/1～7/31）
　
県
で
は
、
林
業
の
労
働
安
全
や
労
働
災
害

の
な
い
明
る
い
職
場
作
り
を
目
的
に
、
林
業

労
働
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
労
働
災
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
作
業

者
ひ
と
り
ひ
と
り
が
作
業
の
基
本
事
項
を
遵
守

し
、
安
全
な
作
業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

　
ま
た
、
夏
場
の
作
業
で
は
熱
中
症
や
蜂
刺
さ

れ
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ
と
で
感
染
す
る
疾

患
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
安
全
と
健
康
の
た

め
、
十
分
な
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
熱
中
症
の
予
防

・�

適
度
な
運
動
や
適
切
な
食
事
、
十
分
な
睡

眠
を
と
り
、
暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り

を
す
る

・
こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
適
度
な
塩
分
摂
取

・
日
よ
け
布
の
使
用
等
で
直
射
日
光
を
避
け
る

・
日
陰
を
利
用
し
て
適
度
な
休
憩
を
と
る

●
ハ
チ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に
は

・�

白
色
系
の
作
業
着
と
蜂
防
護
手
袋
、
防
蜂

網
を
着
用
す
る

・
整
髪
料
や
香
水
の
使
用
を
控
え
る

・
蜂
の
巣
に
近
づ
い
た
り
刺
激
し
た
り
し
な
い

●
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
た
め
に
は

・�

肌
の
露
出
を
避
け
、
袖
締
り
・
裾
締
り
の

良
い
も
の
を
着
用
す
る

・�

Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
（
昆
虫
な
ど
の
忌
避
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
る

化
合
物
）
を
含
む
防
虫
ス
プ
レ
ー
を
使
用
す
る

●
お
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
県
北
広
域
本
部
阿
蘇
地
域
振
興
局

農
林
部
林
務
課　

☎
２
２
・
２
３
１
２

広
告
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CITY  INFORMAT ION
市 役 所 か ら の お 知 ら せ

　
で
は
、む
し
歯
予
防
の
一
環
と

し
て
１
歳
～
４
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
を
対
象
と
し
た「
フ
ッ
化
物
塗
布
事

業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

む
し
歯
は
、歯
が
生
え
、そ
こ
に
む
し

歯
菌
の
感
染
や
食
べ
物（
糖
分
）が
一
定

時
間
残
っ
た
状
態
が
続
く
こ
と
が
原
因

で
す
。特
に
、乳
歯
は
永
久
歯
に
比
べ
、

市
フッ素塗布の概要

●対　象　満１歳～満４歳の幼児��
　　　　　※�満４歳になった年の年度末まで利用できます。
　　　　　※�未就園児のみ、満 5歳までフッ化物塗布を行うことがで

きますので、一の宮保健センターにご連絡ください。

●料　金　１００円／１回

●持参物　▷�『もうすぐ１歳児健診』で配布したフッ素塗布カード
　　　　　※�今年度、１歳児になる幼児には、『もうすぐ１歳児健診』時に配布します。
　　　　　▷母子健康手帳

●その他　▷�事前予約制です。阿蘇市以外の歯科医院で受診希望の場
合は、一の宮保健センターにご連絡ください。

　　　　　▷�対象者でフッ素塗布カードをお持ちでない方や紛失し
た方は、一の宮保健センターにご連絡ください。

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
市原歯科クリニック ☎ 32-3828 安光歯科医院 ☎ 34-0603
そのだ歯科医院 ☎ 32-1418 宇治歯科医院 ☎ 22-0214
阿蘇温泉病院 ☎ 32-0881 たかもり歯科医院 ☎ 22-5588
武藤歯科医院 ☎ 32-0027 佐藤歯科クリニック ☎ 22-5131
田代歯科医院 ☎ 34-1771 波野診療所 ☎ 24-2203

一の宮保健センター　☎ 22-5088

むし歯予防にフッ化物塗布を取り入れてみませんか？

CITY  INFORMATION

実施機関一覧

フ ッ 素 塗 布

む
し
歯
に
な
り
や
す
く
進
行
も
し
や
す

い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ッ
化
物
は
、歯
の
質
を
強
め
、む
し

歯
菌
の
働
き
を
弱
く
す
る
な
ど
の
効
果

が
あ
り
ま
す
。歯
み
が
き
や
生
活
リ
ズ

ム
と
あ
わ
せ
て
、む
し
歯
予
防
の
一
つ

に
フ
ッ
化
物
塗
布
を
取
り
入
れ
て
み
ま

せ
ん
か
？

242017.07 広報あそ

大阿蘇元気ウオーク 2017第7回

2017.9.2　▶3土
SAT

日
SUN

大 会 コ ー ス

20km 10 km 5 km・ ・
大 会 会 場

阿蘇神社東側中央駐車場（スタート＆ゴール）

事前申込 8月10日㊍まで
参 加 費 600円※

※事前申し込みの場合。当日申し込みは阿蘇市民 1000 円。
※一般（事前）1,600 円　（当日）2,000 円。
　小学生～高校生まで（事前）200 円　（当日）500 円

阿蘇市民

申 込 先 0570-550-846
※ガイダンスに従って「１」を押してください。
※平日 10:00 ～ 17:30 ／土日祝日を除く。
※市役所、各支所では受け付けていません。

大阿蘇元気ウオークエントリー事務局 0120-711-951

大 会 日 程

※平日 10:00 ～ 17:30 ／土日祝日を除く。
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市 職 員 募 集
平成29年度 募集期間 7 月 24 日㊊ ～ 8 月 10 日㊍

試験日 9 月 17 日㊐

試験会場 熊本県立阿蘇中央高校阿蘇校舎

区　分 職　種
採用予定数 職務の概要など 受　験　資　格

高卒程度

一般事務

市長部局、議会な
どの事務局及び各
種委員会などで事
務に従事します。

平成 4 年 4 月 2 日～平成 12 年 4 月 1 日までに生まれた人2人程度
一般事務

( 身体障がい
者対象 )

昭和 63 年 4 月 2 日～平成 12 年 4 月 1 日までに生まれた人で、身体障
がい者手帳の交付を受け、自力による通勤が可能で、かつ介助なしで職
務の遂行が可能な人。また、活字印刷文による出題及び口頭による面接
試験に対応できる人1人程度

資格免許職
（※）

土木技術職 市長部局などに勤
務し、専門の技術
業務に従事します。

昭和 57 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、直近 10 年のうち職務経験が
5 年以上（休職等の機関を除く。）あり、2 級以上の土木施工管理技士ま
たは技術士（建設部門）の資格を有する人1人程度

保育士 市長部局の保育所
など、保育職の職
務に従事します。

昭和 57 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、保育士の資格を有する人、ま
たは平成 29 年度実施の国家試験で取得する見込みの人2人程度

社会福祉士 市長部局などに勤
務し、専門の社会
福祉業務に従事し
ます。

昭和 63 年 4 月 2 日～平成 12 年 4 月 1 日までに生まれた人で、社会福
祉士の資格を有する人または平成 29 年度の国家試験で取得する見込み
の人1人程度

保健師 市長部局などに勤
務し、専門の保健
業務に従事します。

昭和 63 年 4 月 2 日～平成 12 年 4 月 1 日までに生まれた人で、保健師
の資格を有する方または平成 29 年度の国家試験で取得する見込みの人1人程度

●試験区分・受験資格など

●申込書の請求方法
直接取りに来る場合 阿蘇市役所 2 階　総務課人事係　に用意してあります。

郵送で請求する場合
封筒の表に「阿蘇市職員採用試験申込書請求」と朱書きし、140 円切手を貼った宛先明記の
返信用封筒（Ａ 4 サイズが入るもの）を同封の上、「〒 869-2695 阿蘇市役所　阿蘇市総務
課人事係」に請求してください。

インターネットから
ダウンロードする場合

阿蘇市のホームページ（http://www.city.aso.kumamoto.jp/）にアクセスして、申込書
（PDF 形式）をダウンロードしてください。なお、Ａ 4 サイズの厚紙（官製はがき程度の厚
さで白紙）を使用してください。

▷�上記試験の合格者は、10 月下旬頃に阿蘇市役所で第 2 次試験（面接など）を行います。

区　分 職　種 採用予定数 職務の概要など 受　験　資　格

高卒程度 一般事務 2人程度 事務部局・議会事務局に勤務し、一般事務に
従事します。 平成 4 年４月２日から

平成１2 年４月１日までに
生まれた人高卒程度 消    防 7人程度 消防部局に勤務し、消防業務に従事します。

▷�試験日、試験地、受付期間は市役所職員採用試験と同じです。　
▷�上記試験の合格者は、１１月（予定）に第２次試験を行います。

受付時間は、午前 8 時 30 分～午後 5 時（ただし、土・日・祝日は除く）
※ 郵送申し込みは、8 月 10 日㊍までの消印があるものに限り受け付けます。

平 成 29 年 度　 阿 蘇 広 域 行 政 事 務 組 合 職 員 募 集

問阿蘇広域行政事務組合事務局総務課人事係　☎ 24-5111

問市役所総務課�人事係　☎ 22-3111

※資格免許職の教養試験は、高卒程度となります。



26

く ら し の 情 報

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
で
す

　

す
べ
て
の
国
民
が
、犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

や
非
行
を
し
た
少
年
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
、今
回
で
67
回
を
迎
え
ま
す
。

危
な
い
よ
！
電
線
の
近
く
は
！

　

感
電
事
故
防
止
の
た
め
、切
れ

た
電
線
を
発
見
し
た
場
合
は
絶
対

に
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、強
風
に
よ
り
、電
線
に
ト

タ
ン
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
が

引
っ
掛
か
っ
て
い
る
の
を
発
見
し

た
場
合
は
最
寄
り
の
九
州
電
力
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

ご
連
絡
先　

九
州
電
力
株
式
会

社
大
津
配
電
事
業
所

☎
０
１
２
０
・
９
８
６
・
６
０
２

ソ
ウ
ル
線
定
期
便
就
航
記
念

グ
ル
ー
プ
旅
行
助
成
事
業

　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
ソ
ウ
ル

線
の
定
期
便
再
開
を
記
念
し
、グ

ル
ー
プ（
２
～
５
人
）旅
行
助
成
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

i n f o r m a t i o n

　

対
象
は
、ソ
ウ
ル
線
の
み
で
、期

間
は
６
月
～
９
月
で
す
。

　

夏
休
み
期
間
の
ご
旅
行
な
ど

に
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

●
助
成
対
象

�　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
発
着
の

ソ
ウ
ル
線
定
期
便
利
用
で
、構
成

人
数
の
半
数
以
上
が
熊
本
県
内
に

居
住
す
る
こ
と
。（
構
成
人
数
に
添

乗
員
を
含
ま
な
い
）

●
助
成
対
象
期
間

�　

６
月
２
日
～
９
月
３
日
㈰

 

●
助
成
金
額

�　

�

一
人
に
つ
き
片
道
２
５
０
０

円（
往
復
５
０
０
０
円
）

問�
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
振

興
協
会（
熊
本
県
交
通
政
策
課
）

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
１
６
２

就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

in
あ
そ 

開
催
決
定�

　

就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
で

は
、
地
元
を
代
表
す
る
企
業
６
～

８
社
が
集
ま
り
、
事
業
内
容
や
仕

事
の
内
容
を
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

書
類
選
考
な
し
で
、
企
業
の
担

当
者
と
お
話
し
で
き
る
貴
重
な
機

会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

７
月
29
日
㈯

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ　

か
ん
ぽ
の
宿
阿
蘇

　

会
議
室

● 

対
象
者　

就
職
・
転
職
を
考
え

て
い
る
方

　

年
齢
・
経
験
な
ど
は
問
い
ま
せ

ん
。
（
参
加
費
無
料
・
履
歴
書
不

要
・
服
装
自
由
）

　

不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ご
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県　

あ
て
る
サ
ロ
ン

☎
０
９
６
・
３
１
２
・
４
６
１
０

熊
本
県
小
児
救
急
電
話
相
談

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

お
子
様（
お
お
む
ね
中
学
生
ま

で
）の
急
な
病
気
へ
の
対
応
や
応

急
処
置
な
ど
を
相
談
で
き
る
窓
口

で
す
。お
子
さ
ま
の
急
な
発
熱
、嘔

吐
、下
痢
、腹
痛
な
ど
で
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。経
験
豊
か
な
看
護
師
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

2017.07 広報あそ

相�

談

政治家の寄附は禁止。
有権者が求めることも禁止。
政治家が選挙区内の人に、
お金や物を贈ることは、法律で禁止されています。
違反すると、処罰されます。
また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。

　ここでの寄附とは「財産上の利益となるものを与える、また
は与える約束をすること」です。選挙に関する、関しないを問
わず、選挙区内への人や団体への寄附は全て禁止されています。
　また、政治家は、選挙区内の人に、答礼のための自筆による
ものを除き、年賀状、寒中見舞状、暑中見舞状その他これらに
類するあいさつ状を出すことができません。

阿蘇市選挙管理委員会　☎２２‐３２３９

広
告



ま
で
）が
必
要
で
す
。

問
阿
蘇
市
商
工
会

�

☎�

３
２
・
０
２
０
０

生
涯
学
習
特
別
講
座

シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
教
室（
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
購
入
を
検

討
さ
れ
て
い
る
方
へ
、わ
か
り
や

す
く
基
本
か
ら
使
い
方
を
お
教
え

し
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

う
と
何
が
で
き
る
の
か
、ど
の
よ

う
に
便
利
な
の
か
、パ
ソ
コ
ン
が

無
く
て
も
簡
単
に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

で
楽
し
め
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
い
方
を
わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介

し
ま
す
。防
災
に
役
立
つ
情
報
も

あ
り
ま
す
。

※
教
材
：
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
１
人

１
台
貸
出

● 

と
き　

８
月
18
日
㈮
14
時
～
16
時

● 

と
こ
ろ　

阿
蘇
市
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
（
一
の
宮
町
宮
地
）

● 
定
員　

20
名（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

● 

申
込
期
間　

７
月
６
日
㈭
～
７

月
21
日
㈮

●
受
講
料　

無
料

● 

申
込
方
法　

阿
蘇
市
教
育
課
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
２
２
・
３
２
２
９

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
購
入
し
た

が
、使
い
方
が
分
か
ら
な
い
初
心

者
の
方
向
け
の
教
室
は
11
月
に
開

催
し
ま
す
。（
10
月
申
込
開
始
）

　

毎
月
第
４
土
曜
日（
13
時
～
16
時
）

●
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
女
性
総

合
相
談
室

☎
０
９
６
・
３
５
５
・
２
２
２
３

創
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ　

し
ま
せ
ん
か

　

創
業
を
お
考
え
の
方
・
関
心
の

あ
る
方
、若
手
後
継
者
の
方
、創
業

し
て
間
も
な
い
方
を
対
象
と
し
て

創
業
の
心
構
え
か
ら
資
金
調
達
、

創
業
計
画
書
作
成
ま
で
経
験
豊
富

な
講
師
陣
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

● 

と
き　

７
月
19
日
㈬
、21
日
㈮
、

27
日
㈭
、28
日
㈮

　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

● 

と
こ
ろ　

阿
蘇
市
商
工
会
本
所

（
内
牧
）２
階
会
議
室

● 

内
容　

創
業
の
心
構
え
・
創
業

資
金
・
税
務
関
連
・
創
業
計
画
書

の
作
成

●
受
講
料　
千
円（
４
日
間
）資
料
代

● 

対
象
者　

創
業
・
起
業
を
お
考

え
の
方
・
後
継
者
の
方
な
ど

● 

定
員　

20
名�

程
度
を
予
定（
原

則
と
し
て
４
日
間
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。）

● 

講
師　

中
小
企
業
診
断
士
・
税

理
士
・
日
本
政
策
金
融
公
庫
担

当
者

※
事
前
申
し
込
み（
７
月
10
日
㈪

●
相
談
時
間

　

平
日　

19
時
～
翌
朝
８
時

　

土
曜　

15
時
～
翌
朝
８
時

　

日
祝
日　

８
時
～
翌
朝
８
時

※
毎
日
23
時
～
翌
朝
８
時
、土
曜

15
時
～
19
時
、日
祝
日
８
時
～
19

時
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
県
外
）

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
電
話
番
号　

♯
８
０
０
０

※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

☎
０
９
６
・
３
６
４
・
９
９
９
９

　

小
児
救
急
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

く
ま
も
と
医
療
ナ
ビ
か
ら
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

h
ttp
://m

is.ku
m
am
o
to
.

m
ed.or.jp/

女
性
の
た
め
の
総
合
相
談

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

で
は
、女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

や
不
安
な
ど
を
相
談
員
が
電
話

と
、面
接
で
伺
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
と
日
時
は
次
の
と
お

り
で
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

●
女
性
総
合
相
談

▼�

電
話
相
談　

月
・
木
～
土（
９
～

16
時
）水（
９
～
20
時
）

▼���

面
接
相
談（
女
性
対
象
・
要
予
約
）

　

月
・
水
～
土（
９
～
16
時
）

●
法
律
相
談（
女
性
対
象
・
要
予
約
）

　

毎
月
第
３
土
曜
日（
13
時
～
16
時
）

●
ガ
ー
ル
ズ
の
悩
み
相
談

　

毎
月
第
２
土
曜
日（
13
時
～
16
時
）

●
セ
ル
フ
ケ
ア
講
座

27 広報あそ 2017.07

《その他7月の主な催し》
�●7/2 ㈰　中江岩戸神楽定期公演
●7/9㈰　旬菜家庭料理レストラン　

講�

座

男
女
共
同
参
画
川
柳
を

募
集
し
ま
す

　

あ
な
た
の
家
庭
や
職
場
、学
校
、

地
域
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
で
男
女

に
関
わ
る「
男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
」

と
感
じ
て
い
る
こ
と
、疑
問
に
思

う
こ
と
を
川
柳
で
表
現
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

入
賞
者
に
は
ク
オ
カ
ー
ド
を
贈

呈
し
ま
す
。作
品
は
カ
レ
ン
ダ
ー

に
掲
載
す
る
ほ
か
人
権
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
な
ど
で
活
用
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

本
庁
・
各
支
所
・
図

書
館
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
ま

た
は
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電

話
番
号
・
川
柳（
三
句
ま
で
）を
記

入
の
上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

● 

応
募
締
切　

７
月
31
日
㈪

（
※
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
８
６
９-

２
６
９
５

一
の
宮
町
宮
地
５
０
４
番
地
１

人
権
啓
発
課

☎
２
２
・
３
２
０
６

Ⓕ
２
２
・
５
２
０
５

　
 jinken@

city.aso.lg.jp

募�

集

《400mL献血》
�●7/7 ㈮　�大阿蘇病院　9：45～ 12：00　東京応化工業（株）阿蘇工場　13：30～ 16：00
●7/12 ㈬　大阿蘇環境センター未来館　9：30～ 11：30

広
告

�九州北部豪雨災害で不幸にも犠牲者になられた方へのご冥福をお祈りし、７月１２日㈬
の午前 10時に防災無線でサイレンを鳴らしますので、黙祷をお願いします。
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110

212

まもなくゴール。小腹がすいたところ
に老舗肉屋のから揚げを発見。その先
に200円で入れるまち湯も

宝くじが当たると評判の
「福の神大黒天」。その
前にある山奥から引いた
清水で一息

大型トラクターを巧みに操るおじさんやのんびりく
つろぐ牛さんたち。北外輪山に沿って走る道路「な
べづる線」には、のどかなシーンがいっぱい

SPECIAL ISSUE Vol.7

2017.7

阿蘇サイクルツーリズム学校コギダスでは、ホームページやフェイスブックでサイク

リングに関するさまざまな情報を発信しています！

また、皆さまから阿蘇のサイクリングに関する情報も広く募集しています！

次号では波野ルートをご紹介します。

お問い合わせ：経済部観光課　☎２２－３１７４

INFORMATION

阿蘇サイクルツーリズム学校「コギダス」で
は、さまざまなサイクリングルートの開発を
行っています！その中で、今回は『内牧・な
べづるルート』をご紹介します！

SPECIAL ISSUE Vol.7

７

マウンテンバイク、クロスバイク、
ママチャリなどを安全対策用のヘル
メットとともにレンタル。台数に限
りがあるので前日までに予約を

阿蘇市内牧48　☎0967-32-0928
営:10時～18時　休:木曜（祝日除く）￥：1600円(3h)、2700円(6h)

〇コースの詳細

走行距離：約9.5km

最大標高差：約40m

所要時間：1～1.5時間

初心者向け

CLAMP

まち湯と足湯のまち、内牧。温泉で有名な内牧温泉街と、「なべづる線」と呼ばれ
る、鍋の取っ手の形をした北外輪山山麓の道を走ります。北外輪山と阿蘇五岳を両
手に見ながら、里の風景をのんびり楽しんでください。坂道が少なくわかりやすい
ルートなので、初心者やご家族連れにもおすすめです。

昭和の雰囲気を残す温
泉街の中、よりディー
プなお店に思わず下車

駄菓子屋

のどかな風景

別名「七夕さん」とも呼ばれ彦
星、織姫伝説が残る。縁結びの
ご利益もあるとか

西湯浦八幡宮

福の神大黒天から揚げ＆まち湯

創建は985年。平将門の乱を治
めるきっかけとなった蜂の大群
はここから飛び立っていったと
の伝説も

湯浦八幡宮

内牧温泉街

２

３

５

７
６

４

１

１

２

３

４

５６

内牧・なべづるルート

西小園

湯浦

西湯浦

南宮原

はな阿蘇美
阿蘇体育館 あそ☆ビバ

ローソン
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●と　き　9 月 24 日 日
　　　　　開場：11:00　開演 11:45　終演 13:30 予定
●予選会　9 月 23 日 土　開会 11:40　結果発表 17:30 予定　
　　　　　 予選会は入場自由です。ただし、満席の場合は入場をお断り

することがあります。
●ところ　阿蘇体育館（内牧）　　  ●ゲスト　島津亜矢、山内惠介
●司　会　小田切 千アナウンサー　●主　催　ＮＨＫ熊本放送局・阿蘇市
●入場料　出場・観覧無料
●�応募方法　 出場・観覧のご応募は、別々の「郵便往復はがき（私製を除く）」

にて下記のとおり記入し、お申し込みください。記入などに
不備があった場合は無効になりますのでご注意ください。

人がつながり　創りだす　新しい阿蘇
～ＯＮＬＹ ＯＮＥの世界へ～

「ＮＨＫのど自慢」
出 場 者・ 観 覧 者 募 集

〒 860-8602
NHK 熊本放送局（住所不要）

「のど自慢」出場係
または

〒 869-2695
阿蘇市役所（住所不要）

「のど自慢」観覧係

往信 返信※�ここには何も記入
しないでください。

（紙・シール等の貼り
付け、修正液のご使用
もご遠慮ください。）

申込する人の・・・
①郵便番号
②住所
③名前

●出場申込
①郵便番号　②住所
③名前（ふりがな）④年齢
⑤性別　⑥電話番号　
⑦職業 ( 具体的に。中学生・高
　校生・大学生は部活動を記入）
⑧歌う曲目とその歌手名
⑨選曲理由 ( 簡単に )
または

●観覧申込
①郵便番号　②住所
③名前　④電話番号

往
信

返
信

＜往信おもて＞ ＜返信うら＞ ＜返信おもて＞ ＜往信うら＞

　▶応募多数の場合は２５０組を選出のうえ、ご案内を 9月 5日㊋頃に発送します。
　▶�中学生以上の方で、原則としてアマチュアの方が対象です。（中学生は予選会・本選どちらも保護者
の同伴が必要です。保護者の名前と電話番号も記入してください。）

　▶応募は、１人（１組）１通に限ります。
　▶グループで出場の場合は出場者全員の名前（ふりがな）・年齢・性別・職業を明記のうえ、代表者がお申し込みください。
　▶応募後の曲目、出場者の変更はできません。
　▶締切：8 月 16 日㊌　必着　　▶あて先：860-8602�NHK熊本放送局「のど自慢」出場係

　▶�応募多数の場合は抽選の上、１枚で２人様まで入場できる入場整理券を 9月 5日㊋頃に発送します。
　▶１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
　▶�インターネット等での入場整理券の売買は固くお断りします。転売を目的としたお申し込みであると
判明した場合には、抽選対象外とさせていただきます。また、売買が確認された場合は入場をお断り
します。

　▶締切：8 月 23 日㊌　必着　　▶あて先：869-2695�阿蘇市役所「のど自慢」観覧係

出
場

観
覧

（放送予定）　9月 24日（日）
　　　　　　12:15 ～ 13:00（生放送）
【総合・ラジオ第１・国際】
※放送日時は変更になることがあります。

●お問い合わせ
　（出場）　NHK 熊本放送局　 ☎ 096-326-8203（平日 10 時～ 17 時）
　（観覧）　市役所まちづくり課      ☎ 22-3318（平日 9 時～ 17 時）

ご応募の際にいただいた個人情報は、選出・抽選の結果のご連絡のほか、ＮＨＫの受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

《ゲスト》

島津亜矢 山内惠介

※６月１日から郵便料金が変更になりました。往復はがき：１０４円⇒１２４円
　返信面の郵便料金（６２円）が不足しないようにご注意ください。
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

母
・
祖
父
の
死
と
地
震
で
自
分
は
・
・
・

　
阿
蘇
中
央
高
等
学
校
阿
蘇
清
峰
校
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
　
安
武
満み
つ
き樹

　
私
は
一
年
ほ
ど
前
ま
で
は
今
と
は
違

い
、
と
て
も
性
格
が
弱
く
、
何
を
す
る

に
も
周
り
の
友
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ

た
り
、
人
前
だ
と
全
く
話
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
振
り
返
っ
て
み

て
も
、
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

性
格
で
し
た
。
し
か
し
、
今
の
私
は
こ

れ
ま
で
の
人
生
の
中
で
悲
し
み
な
ど
を

乗
り
越
え
、
心
が
強
く
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
心
が
強
く

な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
三
つ
の
大
き
な

出
来
事
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
一
つ
目
の
大
き
な
出
来
事
は
母
親
の

死
で
す
。
そ
の
頃
、
私
は
ま
だ
中
学
一

年
生
で
家
族
の
中
で
私
だ
け
母
の
本
当

の
病
名
を
聞
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
周
り
か
ら
は
母
は
貧
血
と
だ
け
聞

か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
余
命
が
短
い
こ

と
を
私
に
伝
え
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に

も
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
い
だ
ろ
う
と
考
え

た
家
族
の
配
慮
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

母
が
亡
く
な
っ
て
聞
い
た
の
で
す
が
、

私
は
そ
の
頃
、
母
の
入
院
期
間
も
長
く

貧
血
で
は
な
い
の
で
は
と
思
い
、
主
治

医
の
先
生
に
本
当
の
病
名
を
教
え
て
く

だ
さ
い
と
頼
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
記

憶
は
、
私
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
か
ら

頼
ま
れ
た
主
治
医
の
先
生
は
、
子
ど
も

に
も
母
親
の
本
当
の
病
名
を
聞
く
権
利

が
あ
る
と
、
母
の
病
気
の
こ
と
を
詳
し

く
教
え
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
一
緒
に

人 権 作 文 平成28年度 阿蘇市人権作文集「かけはし」より ※学年は平成28年度時点。

聞
い
て
い
た
父
は
余
命
二
ヶ
月
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
あ
ま
り
に
も
詳
し
く
説
明

さ
れ
る
主
治
医
に
対
し
、
子
ど
も
に
そ

こ
ま
で
説
明
し
な
く
て
い
い
の
で
は
、

と
そ
の
場
で
抗
議
し
た
と
聞
き
ま
し

た
。
余
命
が
短
く
な
っ
た
母
と
は
、
旅

行
に
た
く
さ
ん
行
き
、
多
く
の
思
い
出

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
母
が
息

を
引
き
取
る
瞬
間
は
、
姉
と
母
の
手
を

握
り
、

「
今
ま
で
あ
り
が
と
う
。
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
に
し
ま
し

た
。
そ
の
時
、
意
識
が
な
か
っ
た
は
ず

の
母
は
し
っ
か
り
と
手
を
握
り
返
し
て

く
れ
、
す
ー
っ
と
涙
を
流
し
ま
し
た
。

母
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
と
て
も
悲
し
み

辛
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
悲
し
み

を
乗
り
越
え
る
中
で
、
亡
く
な
っ
た
母

が
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
喜
ん
で
く
れ

る
か
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
自
分
自
身
が

ど
の
よ
う
な
言
動
を
す
べ
き
か
、
と
い

う
こ
と
を
よ
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
母
親
が
入
院
す
る
ま
で
家
事
は

全
て
母
が
や
っ
て
く
れ
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
は
私
が
中
心
に
な
っ
て
家
事
な
ど

を
や
っ
て
い
こ
う
と
心
に
決
め
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、
今
ま
で
以
上
に
自
分

が
し
っ
か
り
し
て
い
こ
う
と
思
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
中
学
三
年
生
の
時
の
祖
父

の
死
で
す
。
母
の
死
か
ら
時
間
が
経
っ

て
い
た
と
は
い
え
、
や
は
り
家
族
が
亡

く
な
る
こ
と
は
と
て
も
辛
く
、
悲
し
い

こ
と
で
し
た
。
特
に
、
祖
母
、
祖
父
と

仲
が
良
か
っ
た
姉
の
落
ち
込
み
よ
う
は

　
ク
ラ
ス
で
も
リ
ー
ダ
ー
的
な
存

在
で
、
友
人
を
良
い
方
向
に
導
い

て
い
ま
す
。
父
親
の
曲
が
っ
た
こ

と
が
嫌
い
な
性
格
を
し
っ
か
り
と

受
け
継
い
で
お
り
、
友
人
間
の
ト

ラ
ブ
ル
も
事
前
に
察
知
し
注
意
を

喚
起
し
て
い
ま
す
。
先
日
の
資
格

試
験
で
も
、
友
人
た
ち
の
中
心
と

な
っ
て
問
題
集
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
高
校
三
年
間
で
多
く
の

資
格
を
取
得
し
、
土
木
建
設
業
の

職
に
就
く
目
標
を
持
っ
て
い
ま
す
。

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

2017.07 広報あそ

激
し
く
、
見
て
い
る
だ
け
で
と
て
も
辛

か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
祖
母
と
姉
が

辛
い
分
、
私
が
頑
張
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
い
、
踏
張
り
頑
張
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
熊
本
を
襲
っ
た
大
地
震
で

す
。
一
回
目
の
前
震
で
は
家
族
や
家
に

大
き
な
被
害
は
な
く
避
難
す
る
だ
け
で

済
み
ま
し
た
が
、
本
震
で
は
前
震
と
は

全
く
違
い
、
全
て
が
壊
れ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
い
う
大
き
な
音
や
震
動

が
あ
り
、
ガ
ラ
ス
や
茶
碗
な
ど
が
降
り

注
い
で
き
て
怖
い
と
い
う
気
持
ち
や
、

死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
を
通

り
越
し
、
何
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
何
と
か
避
難
し
た
後
も

事
実
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
、
父
が

私
に
、

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
中
に
混

じ
っ
て
一
緒
に
手
伝
っ
て
こ
い
。
」

と
い
う
こ
と
を
い
き
な
り
言
い
出
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
初
日
は
、
我
が
家
付
近
は

立
ち
入
り
規
制
も
あ
り
、
家
の
片
付
け

も
終
わ
っ
て
い
な
い
の
に
な
ぜ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
が
強
く
、
私
の

気
持
ち
の
中
で
半
分
以
上
は
嫌
々
な
が

ら
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

数
日
参
加
し
て
い
る
と
阿
蘇
や
益
城
の

地
域
へ
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家

が
半
壊
し
て
い
る
地
域
や
全
壊
し
て
い

る
地
域
、
道
路
が
陥
没
し
て
い
る
状
況

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
我
が
家

以
上
に
被
災
さ
れ
て
い
る
方
々
が
復
興

の
た
め
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
姿
を
間

近
に
見
る
こ
と
で
、
比
較
的
無
事
な
私

が
き
ち
ん
と
気
を
張
っ
て
い
こ
う
と
思

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
主
に
こ
の
三
つ
の
出
来
事
と
家

族
の
お
陰
で
精
神
的
に
大
き
く
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
、
両

親
、
祖
父
母
、
姉
、
ま
た
、
身
近
で
助

け
て
下
さ
っ
た
方
々
に
恩
返
し
し
て
い

こ
う
と
強
く
心
に
決
め
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
は
、
将
来
の
進
路
を
見
据
え
、

今
ま
で
以
上
に
専
門
教
科
を
中
心
と
し

た
学
問
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
普
段
の
生
活
か
ら
物
事
の
先
を
読

ん
で
行
動
で
き
る
よ
う
な
人
物
に
な
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
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阿蘇ジオパーク推進協議会
〒 869-2221�熊本県阿蘇市赤水 1930 番地 1�阿蘇火山博物館内�
TEL:�0967-34-2089�FAX:�0967-34-2090
公式ウェブサイト：http://www.aso-geopark.jp/　フェイスブック：https://www.facebook.com/AsoGeopark/

　阿蘇ユネスコジオパークには、阿蘇の魅力について、
楽しく、そしてわかりやすく理解を深めていただくた
め、専門の知識を学び、認定を受けたジオパーク専門の
案内人、「ジオガイド」がいます。現在、登山が得意なガ
イド、動物や花に詳しいガイド、歴史好きのガイドな
ど、個性溢れる５７名が阿蘇ジオパークガイド協会に
所属し、活動しています。

ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　

ジオパークは、地球の活動が
つくりだす大地、そこで育ま
れる生きものや恵み、それら
を人々が活用し築きあげる
文化を、観て、遊んで、味わ
い、地球と私たちの暮らしの
『つながり』を知り、地球とよ
り良く暮らすことを考える
きっかけとなる場所です。

阿蘇ユネスコジオパークを支える「ジオガイド」！

文化
暮らし

生きもの大地
(地形・地質）

阿蘇ユネスコジオパークの　　　な話題をお届け。

【ジオツアー】
　阿蘇ユネスコジオパークにある
３３ヵ所のジオサイトの中からご希
望のサイトを案内します。中でも人
気なのは、阿蘇五岳の一つ、杵島岳ト
レッキング。杵島岳は景観が素晴ら
しく、トレッキングルートも整備さ
れていますので、お子さまや初心者
でも登りやすいコースです。

　美しい景観や動植物、湧水や温泉、伝統や食文化な
ど、阿蘇の魅力をジオガイドと一緒に探ってみると、そ
れらが大地や火山とどう繋がっているのかがみえてき
ます。道端に落ちている岩石にまで興味が湧いてくる
かも…！みなさんも、雄大な大地の成り立ちと、そこで
繰り広げられてきた人間生活の営みについて、ジオガ
イドと探訪してみませんか？

【クリーンウォーキング】
　ジオサイトの景観保全のため、ゴミ
拾いや草刈りなどを行っています。住
民の方々も参加していただくことがで
き、清掃活動のあとは、ジオサイトにつ
いての解説を行っています。地域の人
にも改めてジオパークやその地域の特
徴、素晴らしさを知ってもらう普及・啓
発にもつながっています。

【サークル活動】
　「英会話」「グルメ」「登山」「野花」
「パソコン」などのサークル活動を
行っています。お客様に食事のお店
を提案したり、情報収集・発信につい
て検討したりと、阿蘇ユネスコジオ
パークを多方面から楽しんでいた
だけるよう、ジオガイド自ら活動を
行っています。

ジオガイドになるには？
　定期的に開催されている「阿蘇ガイド養成講座」を修了し、阿蘇ジオパークガイド協会に入会すると、ジオガイド
として活躍することができます。今年も開催予定ですので、興味のある方は是非下記にお問い合わせください！
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Aso Medical Center

地域医療！ 蘇 医 療 セ阿 通
ン タ ー

信阿蘇医療センター
〶 869-2225 阿蘇市黒川 1266
☎ 34-0311 ／Ⓕ 34-2273 #21

地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー 

健
康
フ
ェ
ス
タ
開
催 

の
お
知
ら
せ

　
熊
本
地
震
の
影
響
で
、
阿
蘇
地
域
の
医
療

機
関
で
看
護
師
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
熊
本
県
と
熊
本
県
看
護
協
会
が
、
短
期
間

で
も
就
労
可
能
な
「
く
ま
も
と
復
興
応
援

ナ
ー
ス
」
の
募
集
を
始
め
ま
し
た
。

　
優
遇
特
典
と
し
て
、
阿
蘇
市
の
観
光
特
典

（
阿
蘇
坊
中
温
泉
「
夢
の
湯
」
無
料
入
浴
券

（
12
枚
つ
づ
り
）
）
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
看
護
職
の
お
知
り
合
い
の
方
に
も
ぜ
ひ

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

～
希
望
施
設
～

　
阿
蘇
温
泉
病
院　
大
阿
蘇
病
院

　
阿
蘇
や
ま
な
み
病
院　
阿
蘇
立
野
病
院　

　
小
国
公
立
病
院　
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー

【
応
募
方
法
】
※
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
熊
本
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー　
☎
０
９
６
・
３
６
５
・
７
６
６
０
に

お
尋
ね
い
た
だ
く
か
、
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
熊
本
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
」
内
の
く
ま
も

と
復
興
応
援
ナ
ー
ス
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
同
ペ
ー
ジ
は
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
開
院

３
周
年
を
記
念
し
て
、阿
蘇
医

療
セ
ン
タ
ー
健
康
フ
ェ
ス
タ

を
開
催
し
ま
す
。

　

健
康
増
進
や
病
気
予
防
を

目
的
に
、阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー

の
専
門
職
・
技
術
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
市
民
公
開
講
座
の
開

催
や
、相
談
窓
口
、体
験
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
す
。参
加
は
無

料
で
す
。

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
と
き

　

８
月
５
日（
土
）

　

13
時
30
分
～
16
時

●
と
こ
ろ

　

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費

　

無　

料

2017.07 広報あそ

く
ま
も
と
医
療
の
復
興
に

　

あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い

く
ま
も
と
復
興
応
援
ナ
ー
ス

【コーナー紹介】
●医師によるなんでも相談
●歯科医師によるお口の相談
●薬剤師によるお薬相談
●臨床検査技師による簡易血糖測定
●臨床工学技士と看護師による一次救命処置体験
●管理栄養士による栄養相談・展示
●看護師による血圧測定・高齢者体験
●リハビリ室スタッフによる健康体操指導と体力測定体験
●診療放射線技師による放射線検査に関する情報、相談
●地域医療連携室による総合相談
●健康診断室による健診相談
※内容は変更になる場合があります。

第１部　市民公開講座　13：30～14：30

第２部　健康フェスタ　市民公開講座終了後～16：00

「認知症、がん、感染症に関すること」（予定）
　認定看護師（日本看護協会認定）などの院内スタッフが認知症ケアやがん化学療法、感染
症予防などについて紹介します。

スタッフによる相談の様子
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Aso Library News図書館へ行こう！
問阿蘇図書館 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916 http://www.aso-lib.jp/

夜間開館のお知らせ
７月、８月（7月 6 日、8月 16 日、31 日を除く）
は週１回午後８時まで開館しています。

新 刊 案 内

余計な口はできるだけ挟まな
い。男が女系の中で生きるに
は、家庭でも処世術が必要な
のだ。
　懐かしくて新しい家族のか
たちを描く。

『女系の教科書』

藤田宣永／著
（講談社）

library�informationお 知 ら せ

阿蘇図書館
(水曜日 )

7 月 5日、12日、19日、26日
8月 2日、9日、23日、30日

一の宮図書館
(木曜日 )

7 月 13 日、20日、27日
8月 3日、10日、17日、24日

just�published

bookmobile移動図書館

第13回阿蘇市読書感想文コンクール作品募集

応募
資格

▶ 市内に在住する一般社会人（大学・短大・
専門学校等の学生含む）

▶ 阿蘇市内の小中学校及び高等学校に在籍す
る児童生徒（学校を通しての応募）

対象
図書

▶ フィクション・ノンフィクションを問いま
せん。

▶ 教科書・副読本・読書会用テキスト類また
はこれに準ずるもの、雑誌（別冊付録を含
む）及びパンフレット類は対象としません。

用紙
字数

▶ Ｂ４版４００字詰め原稿用紙（パソコン等
によるものも可）

▶本文１，２００字以上２，０００字以内

募集
締切 ９月１4日㈭まで

応募先
一の宮図書館
〒 869-2612
阿蘇市一の宮町宮地 2383 番地
☎２２－２９１６／Ⓕ２２－３８１９

阿蘇図書館
〒 869-2301
阿蘇市内牧 976 番地 2
☎３２－００６７／Ⓕ３２－３７４４

表彰
▶阿蘇市長賞　３点以内
▶阿蘇市教育長賞　１０点以内
▶阿蘇市立図書館長賞　３点以内
▶参加賞（応募者全員）
※表彰式の日程は後日連絡いたします。
※ 各賞の受賞者には、賞状・副賞を授与します。
※各賞には該当者のない場合もあります。
※ 全ての応募作品を文集に掲載し発行します。

注意
事項

▶応募作品は返還しません。
▶ 応募作品は市内外で必ず未発表のものであ

ること。
▶応募作品に「題名・氏名・住所・電話番号」
を明記の上ご応募ください。

（上記記載事項は作品文字数に含みません）
▶ 阿蘇市長賞に該当する作品は、今年度「広

報あそ」に全文を掲載します。

●阿蘇・一の宮地区（7月 7日金・8 月 4日金）
西役犬原公民館　　��9:40 ～ 10:00
　　▼
竹原公民館　　　　10:05 ～ 10:25
　　▼
坊中公民館前　　　10:35 ～ 10:55
　　▼
佐伯商会前　　　　11:00 ～ 11:10
　　▼
赤水駅前　　　　　11:30 ～ 11:50
　　▼
宮本酒店前　　　　11:55 ～ 12:15
　　▼
坂梨公民館　　　　15:00 ～ 15:20
　　▼
古城公民館　　　　15:30 ～ 15:50

波野保健福祉センター　11:40 ～ 12:00

●波野地区（7月 11日火・8 月 22 日火）

※�天候や道路状況により巡回を中止することもありますのでご了
承ください。

移動図書館に関するお問い合わせは、阿蘇図書館☎32-0067まで。

おはなしアップルの夏のお楽しみ会
●と　き　7月 22日土�　午後２時から
●ところ　阿蘇図書館研修室

審査
阿蘇市読書感想文コンクール審査会で審査を
行います。審査会は、学識経験者並びに図書
館関係者で構成します。
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相 談

●７月　４日㊋　７～８カ月児健診
●７月１１日㊋　４カ月児健診・もうすく１歳健診
●７月１８日㊋　３歳児健診
●７月２５日㊋　１歳６カ月児健診

●７月　２日㊐　松見内科クリニック☎ 22-0260
●７月　９日㊐　脇胃腸科　　　　　☎ 32-2500
●７月１６日㊐　坂梨ハートクリニック☎ 24-6262
●７月１７日㊊　大阿蘇病院　　　　☎ 22-2111
●７月２３日㊐　栗林内科医院　　　☎ 22-1024
●７月３０日㊐　眼科古嶋医院　　　☎ 34-0008

在宅医

健 診

心配ごと相談
● 7 月 6 日㊍・20 日㊍ 9:30 ～ 12:00 阿蘇保健福祉センター
 問阿蘇市地域包括支援センター ☎ 32-5122
法律相談（民事・家事・刑事等に関すること）
● 7 月６日㊍ 9:30 ～ 12:00 阿蘇保健福祉センター
 問阿蘇市地域包括支援センター ☎ 32-5122
年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
● 7 月３日㊊・1 ３日㊍ 一の宮保健センター
●７月10日㊊・24日㊊ 農村環境改善センター(内牧）
※時間はいずれも 10:00 ～ 15:00 
 問熊本東年金事務所 ☎ 096-367-2503
消費生活相談
●７月５日㊌・19 日 ㊌ 10:00 ～ 15:00 内牧支所
 問阿蘇市生活相談センター ☎ 22-3364
認知症カフェ（相談や悩みを語り合える憩いの場）
● 7 月 12 日㊌ 10:00 ～ 13:00 阿蘇保健福祉センター
● 7 月 13 日㊍ 10:00 ～ 13:00 一の宮高齢者センター
 問阿蘇市地域包括支援センター ☎ 32-5122
障がい者相談（就業・生活）
● 7 月 18 日㊋ 10:00 ～ 12:00 阿蘇市役所
 問市役所福祉課 ☎ 22-3167
あそ若者就労相談会
● 7 月 10 日㊊・24 日㊊ 10:00 ～ 16:00 ハローワーク阿蘇
 問たまな若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ ☎ 0968-74-0007

子育て

のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●７月　５日㊌　七夕会（飾り付け）
●７月　８日㊏　波野保育園の夏祭りに参加しよう
●７月１２日㊌　お外で遊ぼう
●７月１９日㊌　簡単おやつ作り・誕生会・測量日
●７月２８日㊎　カドリー・ドミニオンピクニック
●８月　２日㊌　水遊び・プール遊び

すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●７月　４日㊋　七夕の集い
●７月　６日㊍　小物作り
●７月１１日㊋　どろんこ遊びをしよう
●７月１３日㊍　プール開き ( スイカ割り )
●７月１８日㊋　りんどう保育園体験保育
●７月２０日㊍　にこにこクッキング
●７月２５日㊋　誕生会・計測日
●７月２８日㊎　アマービレコンサート
●８月　１日㊋　プール遊び
●８月　３日㊍　人形劇観劇会

ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●７月　５日㊌　計測日・七夕会・体験試食会
●７月　６日㊍　乙姫の家七夕交流会
●７月１０日㊊　料理教室（夏のおやつ作り）
●７月１２日㊌　交通安全教室
●７月１９日㊌　誕生会・カレーパティー・お話会
●７月２６日㊌　救急法講習会・消防署見学
●７月２８日㊎　カドリー・ドミニオンピクニック
●８月　２日㊌　ぴよぴよ夏祭り

さくらんぼ広場 ( あそひかり幼稚園内 ☎ 22-0089）
●７月　３日㊊　七夕飾りを作ろう
●７月１２日㊌　水遊びをしよう
●７月１９日㊌　夏野菜の収穫をしよう
●７月２６日㊌　水遊びをしよう
●８月　２日㊌　水遊びをしよう

Ｙっ子広場 ( 熊本 YMCA 黒川保育園内 ☎ 34-0402）
●７月　７日㊎　七夕集会
●７月２２日㊏　YMCA あそまつり

ポッポ広場 ( 阿蘇中央幼稚園内「南教室」 ☎ 32-3643）
●７月　３日㊊　プール遊び
●７月　７日㊎　七夕飾りつくり
●７月１０日㊊　プール遊び
●７月１４日㊎　プール遊び
●８月　５日㊏　こどもまつり

さぽさぽ広場 ( 古城保育園内 ☎ 22-0380）
●７月　４日㊋　ベビーマッサージ
●７月１３日㊍　スイミング
●７月２２日㊏　夕涼み会
●７月２６日㊌　プールあそび

※各センターでは、おやつ作りや親子クッキングなどの
調理実習にはエプロン・三角巾（バンダナ可）が必要です。

※場所 : 一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

要予約

要予約

※診療時間 : 午前 9時～午後 5時
※受診の際は必ず保険証をご持参ください。

く ら し カ レ ン ダ ー＆

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

お 慶 び ご 寄 付
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要予約

要予約
要予約

要予約
要予約



  夫　　　・　　　妻　　　　　（行政区）

結 婚

米 寿

小濵 エツコ

村上 正則

竹本 洋子

中川 カコ

(内牧2区)

( 小 里 )

(南宮原)

( 乙 姫 )

氏名（行政区）

寄 付
【阿蘇市社会福祉協議会（香典返し）】

寄付者
岩下　末時

片山　ユイ子

森塚　久子

阿蘇品　康浩

鮎川　義子

井野　和子

小野　博尉

山内　スミ子

岩下　房敏

坂本　トミ

酒井　伸子

（行政区）
(東2区)

(東1区)

(古神1区)

(古城2区)

( 原 口 )

(荻の草)

(内牧2区)

( 成 川 )

(黒流町)

( 赤 水 )

(熊本市北区)

物故者
米

保喜

あき子

勘吾

緒方ヨシ子

保富

つや子

常敏

シマエ

政信

倉岡　忻子

続柄
亡妻

亡夫

亡子

亡父

亡義姉

亡夫

亡母

亡夫

亡妻

亡夫

亡母

赤ちゃん

（昭和 4 年 6 月生まれ）

（5 月 31 日受付分まで）

（5 月 31 日受付分まで）

（5 月 31 日受付分まで）

赤ちゃん 誕生日 パパ・ママ  (行政区)

石田 陽
ひ ま り

茉理ちゃん

郷　陽
ひ ま り

茉良ちゃん

渡辺 泰
た い と

叶くん

石田 絢
あ や な

菜ちゃん

宇野木 碧
あおい

くん

菅　みなみちゃん

家入 凛
り ん た ろ う

太朗くん

志賀 悠
ゆ う だ い

大くん

河瀨 夏
な つ は

羽ちゃん

江島 孝
こ う す け

祐くん

菊川 智
と も は る

晴くん

宇都宮 恵
え ま

麻ちゃん

犬飼 幸
ゆ き と

叶くん

湯治 碧
あ お い

生くん

米村 一
い つ き

輝くん

甲斐 澪
み お り

里ちゃん

4月28日
4月28日
4月30日
5月3日
5月7日
５月９日
5月10日
5月14日
5月14日
5月15日
5月17日
5月18日
5月20日
5月20日
5月23日
5月24日

(上役犬原)
( 永 草 )
( 坊 中 )
( 宇 土 )
(北2区)
(内牧5区)
(内牧2区)
(古神1区)
( 永 草 )
( 笹 倉 )
( 坊 中 )
(分2区)
(東3区)
( 赤 水 )
(西小園)
( 赤 水 )

俊 行
良 経
晋 亮
良 太

剛
大 志
良 平
智 和
裕 紀
安 彦
佑 司

隆
博 臣
栄太郎
康 輝
信 幸

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

佳 乃
友美加
直 美
静 香
沙 織
美 香
由 衣
なぎさ
一 恵
貴 子
望 美
佐千恵
恵 里
美 里

歩
亜 矢
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（2017 年 5 月 31 日時点）
人口 （男性） （女性） 世帯

人数・世帯数 26,977人 12,790人 14,187人 11,406 世
帯

前月比 10人�減 4人�減 6人�減 27世帯�増

出生 死亡 転入 転出

16人 34人 97人 121人

人の動き

※�本ページ内の氏名は敬称を省略させていただいています。また、各情報は希望者のみ掲載しています。

（5/1 ～ 5/31）

市原 聖也
石田 真一
山崎 稔

・
・
・

笹原 綾華
原田 夏海
荒木 美幸

( 神 石 )
( 下 町 )
( 竹 原 )

氏名（行政区）

中嶋 年治

工藤 ヨソ子

江良 良子

( 乙 姫 )

(楢木野)

( 立 塚 )

借金、離婚、相続、遺言、交通事故、刑事･･･など、ひとりで悩まずお気軽にご相談下さい。

受付時間：平日９時～１７時１５分　ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３　※完全予約制です。

※経済的に余裕がない方は、法テラスの無料法律相談

制度をご利用になれることがあります。

法律相談料が変わりました。

・初回相談が、３０分まで無料になりました！

・初回３０分超また２回目以降は３０分３５００円です。

※経済的に余裕がない方は、法テラスの無料法律相談

制度をご利用になれることがあります。お問合せ下さい。

阿蘇地域に根ざした法律事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

熊本県弁護士会所属
弁護士　森　あい（もり　あい）

熊本県弁護士会所属
弁護士　森　あい（もり　あい）

広
告
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阿
蘇
中
央
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
育
友

会
）
は
、
二
校
舎
制
の
中
で
両
校

舎
の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
、
学
校

行
事
に
も
協
力
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
笑
顔
で
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
本

校
は
、
進
学
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来

必
要
な
専
門
的
知
識
を
習
得
で
き

る
、
魅
力
的
な
高
校
で
す
。
そ
の

魅
力
は
中
々
周
り
に
は
伝
わ
り
に

く
く
、
地
元
に
残
る
子
ど
も
た
ち

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
も

実
状
で
あ
り
ま
す
。
保
護
者
も
学

校
と
協
力
し
な
が
ら
地
域
に
阿
蘇

中
央
高
校
の
魅
力
を
発
信
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
達
に
も
阿

蘇
中
央
高
校
か
ら
社
会
で
活
躍
す

る
人
材
が
巣
立
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

阿蘇中央の「旬」伝えます
～この１年間奇数月に合計６回阿蘇中央高校の活動状況をお届けします～

育友会会長
  穴井　憲一

地
域
と
共
に

～本校の学科（全５学科）を紹介します～

農業食品科 動物・園芸・食品について学ぶ学科です

グリーン環境科

 第一弾

　農業食品科では「命」と「食」に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得し、生命を愛し、勤労と生産の喜び
を感じ、自ら学ぶ意欲と問題解決能力を学ぶことができます。さらに、創造性豊かで、社会の変化や科学技術の進
展に主体的に対応できる能力を身に付けることができます。
・農業経営者、地域産業の担い手の育成を目指します。
・地域の農産物を材料とした安全・安心な食品の加工・製造技術を身に付けた人材の育成を目指します。

林業・農業土木・環境について学ぶ学科です
　グリーン環境科では、阿蘇の雄大な自然をキャンパスに「林業」「農業土木」についての知識や技術を習得し
ます。林業では演習林実習や木材加工実習を通して林業生産や木材利用について学ぶ事ができます。農業土木で
は、地域農業の基盤となる施設などの測量や土木技術について学ぶことができます。
・測量士補、各種機械操作資格等の取得を目指します。（１０種以上取得可能）
・公務員（技術）、国公立大学、林業、土木、建築、製造関係への進路実現を目指します。

「学科紹介」

豚の飼育 日本一の米の栽培 食品加工

野焼き アーク溶接の資格試験 シイタケの駒打ち

残りの3学科は次号以降でご紹介します。



　　

脇胃腸科 勤務　

阿蘇市で働く元気な若者を紹介！

フレッシュマン
さわやか

フレッシュマン

長
な が た

田 亜
あ り さ

里紗さん（19 歳） 住所 : 分２区

一言コメント　�脇胃腸科は、胃や大腸の内視鏡検査、外来診療を中心に行っています。健康が一番ですが、何か不安
がある際は早めにご来院ください。優しい先生とスタッフで対応させていただきます。

WebTV アソ
動 画
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材�料（10 個分） 
●もち米の粉…200 ｇ　●水…150 ｃｃ強
●あんこ…150 ｇ　　　●片栗粉…少々
●笹の葉…10 枚

食生活改善推進員協議会
地

産 地 消

C ooking!

問一の宮保健センター ☎ 22-5088

作 り 方�
❶�笹の葉を熱湯に通し、すぐ水で冷やす。
　（熱湯は捨てずにだんごをゆでるのに使う。これで笹の　
　葉の香りをだんごにうつす。）
❷��あんこを 10 等分にして丸める。
❸�もち米粉を水でこねて耳たぶくらいの柔らかさにした

ら、10 等分にする。
❹��❸にあんこを入れて、丸めたら片栗粉をまぶし、熱湯で

ゆがく。（片栗粉をまぶしておくと、食べるときに笹の葉
からだんごが外れやすい）
❺�笹の葉で包む。

笹　だ　ん　ご
WebTV アソ
動 画

器提供：陶房 楽

食改員から一言

この季節は緑のきれいな笹の葉ができ
ます。この笹の葉を利用して作った笹
だんごは、昔は、お盆のお供え物、お
もてなし、普段のおやつとして日常生
活に根付いていました。
手順はとても簡単ですが色々とコツがあるようです。

趣味　音楽鑑賞　　　　　特技　書道
　
好きな言葉　今日を大切にする

阿蘇の好きなところ　自然豊かなところ

好きな異性のタイプ　誠実な人

仕事の内容　受付事務

�仕事で日頃から心がけていること　�笑顔で対応すること

阿蘇市で働く元気なフレッシュマンを募集しています！自薦他薦は問いません。
[ 対象 ] ①阿蘇市民 ②阿蘇市内で働く人 ③仕事を始めて５年以内 ④おおむね 30 歳未満の男女
[ 問い合わせ ] 総務課秘書広報係 ☎ 22-3111 （メール）pr@city.aso.lg.jp



募集期間 　 8 月 31 日㈭まで　　　 テーマ 　夏真っ盛り！　　入 賞 　１名

応募方法　 ①「@asostagram」をフォロー ②「#my_aso_summer」をコメントに入力

応募条件　 阿蘇市内で撮影されたことがわかりテーマに沿った写真　    賞 品 　 ASOMO 夢のコラボセット

※スタグラム内のメッセージで直接ご連絡させていただきます。
※�入賞作品はインスタグラムで発表させていただきます。
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阿蘇市ホームページ
http://www.city.aso.kumamoto.jp/

阿蘇フォト�on�Instagram
インスタグラム

第４回阿蘇市公式インスタグラム　フォトコンテスト

賞品紹介

ASOMO夢のコラボセット
阿部牧場の牛乳とヨーグルト・ひばり工房のベーコン・阿蘇ものがたりのと
まとケチャップと阿蘇にしかない人気商品のセットです。

賞品提供・協力：ASOMO（阿蘇テレワークセンター）☎23-6061

阿蘇市インスタグラム
https://www.instagram.com/asostagram/

阿蘇市フェイスブック
https://www.facebook.com/asocity/

#my_aso でタグ付けされた選りすぐりの写真をご紹介！

♥�＠ ken.wake1

♥�@faust_arrrp ♥�@kubozan

♥�@chi_zi_vfr

♥�@kimako_

♥�@u_taro_photography


